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い
ま
、伝
え
た
い
こ
と
が
あ
る

　

幾
多
の
尊
い
生
命
が
失
わ
れ
た
太
平
洋
戦
争
が
終
結
し
て
、
70
年
。

現
在
生
き
る
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
戦
争
の
時
代
を
経
験
し
て
い
な
い
。

失
わ
れ
て
い
く
記
憶
、
風
化
し
て
い
く
記
録
・
・
・
。

　
い
ま
、
何
か
で
き
な
い
か
。
町
に
出
て
、
戦
争
体
験
者
の
話
を
聞
い
た
。

今
月
号
は
戦
争
に
行
っ
た
方
の
体
験
と
、
来
月
号
で
は
阿
南
で
の
戦
時

中
の
人
々
の
暮
ら
し
ぶ
り
の
２
回
に
わ
け
て
そ
の
証
言
を
綴
る
。

　

こ
の
体
験
談
を
過
ぎ
去
っ
た
日
の
昔
話
に
し
て
は
な
ら
な
い
。

～
戦
争
の
群
像
～
（
前
編
）
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集
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坂東 多壽夫さん
（86歳・椿町）

柳沢 儀一さん
（89歳・水井町）

昭和19年の夏、15歳のとき、郵便局で集配員をしていました。用事で
役場に行くと兵役係の人から「軍隊の検査を受けないか」と声を掛けら
れました。どうせ戦争に行くのだったら自分から志願しようと、検査を
受けました。海軍に合格し、その年の暮れに入隊。長崎の佐世保にある
相浦海兵団で４カ月間基礎教練を受けました。寝床のハンモックを設営
するのが最初の訓練。班全員できないと眠らせてもらえなかった。カッ
ター訓練や銃剣術など、同年輩が多く切磋琢磨しました。日曜日は休み
で、みんな里に便りを書いていました。書きながら、しくしくと涙を流
していました。まだ子どもなんです。
春には沖縄戦が始まり、先輩が、次々と駆り出されていきました。私は、
特技を身につけるため神奈川の横須賀にある海軍水雷学校に入りました。
魚雷をばらしたり、組み立てたり、部品の名称を一生懸命覚えました。
７月30日に修業し、広島の呉にある倉橋島の特攻基地に配属されまし
た。ご飯には刺身が付くこともあり、たばこも酒も支給されました。特
攻隊員は、いつ出撃命令が出るか分からんからよくしてくれた。愛媛の
佐田岬の先の三机で特殊潜航艇「蛟

こうりゅう

龍」での出撃準備中に終戦。９月の
秋祭りの頃に帰ってきました。

16歳で海軍へ志願し、飛行機の整備士としての訓練を受けた私は、高
知海軍航空隊で零式艦上戦闘機、通称「零戦」などの整備を担当してい
ました。
配属から１年ほど経った日、私を含む30人の兵が指揮官に呼び出され、

「今から練習機『白菊』に乗って出発する、黙って付いて来い」と言わ
れました。行先は告げられないままです。途中、急に進路を変えたりし
ながら航行し、着いたのは同じく高知の白菊特攻基地。鹿児島から特攻
攻撃をする予定だったけれど、出撃が見送られたためこの地で待機する
と聞きました。しかし、窪川は急ごしらえの特攻基地で格納庫がありま
せん。敵から攻撃されないよう白菊の機体を分解して山奥へ隠し、いつ
になるか分からない出撃命令を待ちながら、必死に訓練に明け暮れました。
そして昭和20年、８月14日の夕方。「明日の朝に出撃できるよう、飛行
機を整備しろ」と命令がありました。覚悟はすでに決まっていました。
徹夜で作業を終えた15日の朝、準備を終えて待機していましたが、い
つまで経っても出撃命令がありません。おかしいなあと思っていると、
正午に大切な放送があるから聞くように言われました。玉音放送でした。
私が特攻攻撃をするはずだった日に、戦争が終わったのです。

【
昭
和
初
期
か
ら
太
平
洋
戦
争

　
終
戦
ま
で
の
で
き
ご
と
】

●
太
平
洋
戦
争
に
至
る
ま
で

　
昭
和
初
期
の
日
本
は
、
金
の
輸
出
解
禁
や
世
界

恐
慌
の
波
及
に
よ
っ
て
、
都
市
で
は
企
業
倒
産
に

よ
る
失
業
者
が
増
え
、
農
村
で
も
農
産
物
の
価
格

低
下
と
生
糸
の
対
米
輸
出
の
激
減
に
見
舞
わ
れ
、

深
刻
な
不
況
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
経
済
危
機
や

不
況
か
ら
の
突
破
口
を
、
軍
部
中
心
の
支
配
勢
力

は
大
陸
へ
の
進
出
に
求
め
、
昭
和
６
年
９
月
18

日
、
満
州
（
現
・
中
国
東
北
部
）
の
柳
条
湖
事
件

を
契
機
と
し
て
、
日
本
軍
は
満
州
の
主
要
都
市
を

占
領
し
、「
満
州
国
」
を
建
国
し
た
（
満
州
事
変
）。

国
内
で
は
、
昭
和
７
年
５
月
15
日
に
海
軍
の
急
進

的
な
青
年
将
校
が
中
心
と
な
っ
て
首
相
官
邸
な
ど

を
襲
撃
し
た
「
五
・
一
五
事
件
」、
昭
和
11
年
２

月
26
日
に
は
、
天
皇
親
政
に
よ
る
国
家
改
造
を
唱

え
る
陸
軍
将
校
に
よ
る
「
二
・
二
六
事
件
」
が
発

生
し
た
。
こ
の
後
、
軍
部
は
し
だ
い
に
政
治
的
な

発
言
力
を
強
め
、
政
党
に
代
わ
っ
て
実
質
的
に
日

本
の
政
治
を
支
配
し
、
戦
争
へ
の
道
を
開
い
て
い

っ
た
。

　
そ
し
て
昭
和
12
年
７
月
７
日
、
北
京
郊
外
で
、

夜
間
演
習
中
の
偶
発
的
な
衝
突
事
件
か
ら
日
中
両

軍
が
戦
闘
状
態
に
入
る
と
い
う
事
態
が
発
生
し

（
盧
溝
橋
事
件
）、
日
中
戦
争
が
始
ま
っ
た
。
日
本

軍
は
首
都
・
南
京
を
占
領
し
た
の
ち
、
武
昌
、
漢

口
、
広
州
と
中
国
の
主
要
都
市
を
次
々
と
占
領
下

に
置
い
た
が
、
戦
争
は
次
第
に
泥
沼
化
し
、
長
引

い
て
い
っ
た
。
国
内
で
は
同
年
９
月
、「
国
民
精

神
総
動
員
運
動
」
が
開
始
さ
れ
、
国
民
は
戦
争
中

心
の
生
活
に
切
り
替
え
る
こ
と
が
奨
励
さ
れ
た
。



森岡 博美さん
（92歳・桑野町）

埴淵 政美さん
（88歳・羽ノ浦町）

昭和17年に徳島県師範学校を卒業し、宝田国民学校で教師をしていま
した。昭和18年、満20歳になった私は、徴兵検査の結果、海軍に合格し、
長崎の佐世保にある相浦海兵団に入団しました。出征のとき、親族から
もらった日の丸と千人針は今でも大切にしています。海兵団では、師範
学校出身の220人とともに、カッターや手旗、銃剣術、水泳などの訓練
を受けました。とくに熊本師範出身の馬場君とは、寝床のハンモックが
隣で故郷の話などをして仲良くしていました。海兵団を修了後、巡洋艦

「那智」の測的の係につく予定でしたが、馬場君が代わってくれという。
高性能の巡洋艦に乗りたい。彼は一人っ子で、故郷に恋人がおり、死に
たくなかったんです。私は代わってあげた。測的の募集がなく、補充分
隊に配置された。ガリ版ができたので軍の極秘文書の伝達・管理をする
伝令という係になりました。各方面からあがってくる情報を司令官や副
長など上層部に回覧していました。職務上、情報がすべて集まってくる。
つぶさに日本の負けっぷりが分かりました。だが、国民へは伝えられて
いませんでした。レイテ沖海戦での、巡洋艦「那智」撃沈の報は今だに
脳裏に焼き付いています。馬場君は戦死しました。わたしが巡洋艦「那
智」にこだわっていたら…。人の運命とはわからないものです。

昭和初めに生まれ、小学生のときに満州事変、中学生のときに日中戦争、
高校生・大学生のときに太平洋戦争と、文字通り15年間戦争の元で育
ちました。どうせ戦場に行く身だからと自分の将来を決めかね、教師と
して生きようと思い定めたのは18歳の春でした。その頃は皆、「滅私奉
公」「一億一心」「尽忠報国」「欲しがりません勝つまでは」など神国日本
の旗印の元、超国家主義、軍国主義の思想に足の爪先まで染まっていました。
私が特別幹部候補生として福岡の久留米陸軍予備士官学校に入校したの
は、19歳の夏。強烈に印象が残っていることばかりですが、特に上下
関係の厳しさに驚きました。私は一般の兵よりも上の伍長という階級だ
ったので、訓練でも、空襲の焼け跡整理でも、親父ほどの年齢の兵がま
だ入校したばかりの若造の私に向かって次々と敬礼をするんです。当時、
上官に対する欠礼は重罪でした。この時ほど軍律の厳しさを思い知らさ
れたことはありません。
戦争は、災害ではなく人間が起こしたもの。だから人間が止められるは
ずです。私たち一人一人が不戦の誓いを胸底に刻み、美しき、良き伝統
文化に支えられた祖国を作るため、毎日を大切に生きなくてはなりませ
ん。

●
開
戦
へ

　
中
国
や
フ
ラ
ン
ス
領
イ
ン
ド
シ
ナ
連
邦
へ
戦
線

を
拡
大
す
る
日
本
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
は
強
い

反
発
を
示
し
、
鉄
く
ず
・
石
油
な
ど
の
対
日
輸
出

を
中
止
す
る
と
と
も
に
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
（
ア

メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
・
中
国
・
オ
ラ
ン
ダ
）
包
囲

網
に
よ
っ
て
経
済
封
鎖
を
行
っ
た
。
戦
争
を
回
避

す
る
た
め
に
日
米
交
渉
が
開
始
さ
れ
た
が
、
交
渉

は
決
裂
し
、
日
本
軍
は
昭
和
16
年
12
月
８
日
、
ハ

ワ
イ
真
珠
湾
の
奇
襲
攻
撃
を
行
い
ア
メ
リ
カ
に
宣

戦
布
告
。
太
平
洋
戦
争
の
火
ぶ
た
が
切
っ
て
落
と

さ
れ
た
。

●
戦
線
の
拡
大

　
開
戦
当
初
、
日
本
軍
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
マ
ニ

ラ
な
ど
へ
進
撃
し
、
東
南
ア
ジ
ア
各
地
を
占
領
す

る
な
ど
、
着
実
に
戦
果
を
収
め
て
い
っ
た
。
し
か

し
昭
和
17
年
６
月
５
日
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
の

敗
北
を
契
機
に
劣
勢
と
な
り
、
連
合
軍
の
反
撃
の

前
に
撤
退
を
続
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
翌
18
年
２

月
１
日
に
は
南
太
平
洋
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
の
ガ
ダ
ル

カ
ナ
ル
島
を
撤
退
。
19
年
７
月
７
日
に
は
サ
イ
パ

ン
島
が
陥
落
し
た
。

　
一
方
、
国
内
で
は
東
条
英
機
内
閣
に
権
力
が
集

中
し
、
国
民
は
総
力
戦
体
制
に
組
み
込
ま
れ
た
。

航
空
機
の
数
を
増
や
す
こ
と
が
最
優
先
さ
れ
た
た

め
中
小
商
工
業
者
は
転
廃
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

ほ
か
、
学
徒
出
陣
に
よ
り
13
万
人
も
の
学
生
・
生

徒
が
戦
場
に
赴
い
た
。
相
次
ぐ
徴
兵
に
農
村
の
人

手
不
足
は
食
糧
危
機
に
拍
車
を
か
け
、
人
々
は
配

給
で
は
足
り
な
い
食
料
を
闇
市
な
ど
で
確
保
し
よ

う
と
し
た
。



谷　敬二さん
（88歳・楠根町）

山下　茂さん
（94歳・新野町）

私は国鉄に就職したものの、上司との折り合いが悪く、退職したらすぐ
赤紙が届きました。17歳でした。まもなく長崎の佐世保にある海軍の
軍需工場で、艦船に搭載する大砲や機関銃の検査を担当することになり
ました。その間、幾度となく空襲に遭い、いつ死ぬか分からない恐怖を
感じていました。こんな所で無駄死にするなら国のために戦いたいと思
い、第16期甲種飛行予科練習生として特攻隊に志願しました。
福岡海軍航空隊への配属が決まった私は、最後の別れにとふるさと楠根
に帰ることを許されました。出征時、村人が村はずれの三本松まで見送っ
てくれた光景が今でも忘れられません。福岡で厳しい訓練と特攻隊員と
しての教育を受けたのち、昭和20年６月頃に佐賀の名護屋にある震洋
特攻基地へ配属されました。特攻兵器「震洋」はベニヤ板製で、船の前
方部に爆弾を積んだもの。私は出撃命令を待ちながら、震洋を隠すため
の壕

ごう

を掘り続けました。
本当に悲惨な時代だったと思います。いつ死ぬとも分からない。それな
のに敵へ向かっていく飛行機もなければ、迎え撃つ武器もなかった。国
を守ろうという一心で特攻隊に志願したのに、何も守れなかったという
惨めで悔しい思いでいっぱいでした。

昭和17年３月、新野の農業学校で青年訓練を受けていたとき、陸軍の
歩兵として入隊しました。歩兵第235連隊（鯨部隊）に入り、すぐに中
国大陸に渡り、終戦までの４年余り、武漢から長沙、桂林、南昌へと転
戦しました。私はいつも腰の水筒にお湯を満タンにしていたので、戦闘
中に同僚に「山下、飲み物はないか、飲み物はないか」と重宝がられま
した。私が戦争に行って感じたのは、日本軍の上層部が情報に疎かった
ということ。また、「50万人の敵を1000人で殲

せんめつ

滅せよ」、「撃つ玉がなけ
れば殴り殺せ」などと荒唐無稽な命令を下す。武器もなく、負けるのも
当然のような状況でした。
昭和20年６月に南昌で中国軍との戦闘中に被弾しました。右肺上部貫
通、右肩肩甲骨骨折、脊髄損傷の重傷でした。野戦病院に入院しましたが、
負傷者であふれかえっていました。病院には医師もおらず、薬もなかっ
た。歩けるものは退院させられました。終戦後１年、捕虜として南京近
くの農村に留め置かれ、炊事班長として、食糧の調達に苦心しました。
戦争は、悲しいものです。戦争は、下の者が泣きます。日本も中国も庶
民の暮らしぶりは悲惨なものでした。

●
敗
戦

　
制
海
・
制
空
権
を
失
っ
た
日
本
は
、
本
土
に
お

い
て
も
無
防
備
な
状
態
に
陥
り
、
都
市
は
激
し
い

空
襲
を
受
け
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
昭
和
19
年
７

月
18
日
、
東
条
英
機
内
閣
が
総
辞
職
し
、
小
磯
国

昭
内
閣
が
成
立
し
た
が
、
戦
況
は
ま
す
ま
す
悪
化

し
、
国
民
は
食
糧
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
生
活
物
資

の
不
足
に
見
舞
わ
れ
困
窮
を
極
め
た
。

　
ま
た
日
本
軍
は
、
昭
和
19
年
10
月
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
レ
イ
テ
沖
海
戦
で
初
め
て
「
神
風
特
別
特
攻

隊
」
を
編
成
し
、
航
空
機
に
よ
る
特
攻
を
行
っ

た
。
そ
し
て
こ
れ
以
降
、
隊
員
の
生
還
を
期
さ
な

い
体
当
た
り
特
攻
が
繰
り
返
し
行
わ
れ
る
こ
と
と

な
る
。
特
攻
は
航
空
機
に
よ
っ
て
だ
け
で
な
く
、

人
間
ロ
ケ
ッ
ト
爆
弾
「
桜
花
」
や
人
間
魚
雷
「
回

天
」、
特
攻
艇
「
震
洋
」
な
ど
で
も
行
わ
れ
、
多

数
の
特
攻
隊
員
が
命
を
落
と
す
こ
と
と
な
っ
た
。

　

昭
和
20
年
４
月
１
日
、
米
軍
が
沖
縄
に
上
陸

し
、
６
月
23
日
の
陥
落
ま
で
激
し
い
地
上
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
、
将
兵
お
よ
び
民
間
人
が
犠
牲
と
な

っ
た
。
も
は
や
日
本
の
敗
戦
は
明
ら
か
と
な
り
、

講
和
が
模
索
さ
れ
は
じ
め
た
。
し
か
し
、
８
月
６

日
の
広
島
お
よ
び
９
日
の
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
に

よ
っ
て
さ
ら
に
30
万
人
以
上
の
犠
牲
者
が
出
る
こ

と
と
な
り
、
８
月
９
日
に
突
如
、
ソ
連
が
「
日
ソ

中
立
条
約
」
を
破
棄
し
参
戦
す
る
と
、
８
月
14

日
、
追
い
詰
め
ら
れ
た
日
本
政
府
は
連
合
軍
か
ら

出
さ
れ
て
い
た
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
。
無
条
件

降
伏
を
決
定
し
て
連
合
軍
に
通
告
し
、
翌
15
日
の

正
午
、
昭
和
天
皇
の
ラ
ジ
オ
放
送
（
玉
音
放
送
）

を
通
じ
て
国
民
に
敗
戦
が
告
げ
ら
れ
た
。

（次号へ続く）

《
参
考
文
献
》

阿
南
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編　
「
阿
南
市
史　
第
三
巻（
近
代
編
）」

講
談
社
編　
「
昭
和
二
万
日
の
全
記
録
６　
太
平
洋
戦
争　
昭
和

16
年
～
19
年
」
講
談
社

家
永
三
郎
編　
「
日
本
の
歴
史
〈
７
〉　
15
年
戦
争
」
ほ
る
ぷ
出
版



阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

～ 

70
回
目
の
８
月
15
日 

～

　

昭
和
20
年
（
１
９
４
５
年
）
３
月
14
日
、
椿
泊

に
米
軍
機
焼
夷
弾
投
下
に
よ
る
山
火
事
で
、
民
家

７
戸
が
全
焼
し
ま
し
た
。
６
月
16
日
、
米
軍
艦
載

機
が
伊
島
沖
で
操
業
中
の
漁
船
を
襲
撃
し
、
３
人

が
即
死
。
漁
船
は
沈
没
。

　

７
月
30
日
に
は
同
じ
く
米
軍
艦
載
機
が
那
賀
川

鉄
橋
の
列
車
を
銃
爆
撃
し
、
死
傷
者
30
人
を
超
え

る
犠
牲
者
が
出
ま
し
た
。
ま
た
、
同
日
、
グ
ラ
マ

ン
機
が
橘
町
を
空
襲
、
機
銃
掃
射
に
よ
り
日
本
海

軍
施
設
部
橘
事
務
所
の
女
子
事
務
員
１
人
が
死
亡

し
ま
し
た
…
。
こ
れ
は
敗
戦
直
前
の
阿
南
市
の
戦

争
被
害
の
一
部
で
す
。

　

去
る
６
月
27
日
、
阿
南
市
戦
没
者
追
悼
式
を
執

り
行
い
、
ご
遺
族
の
方
々
と
共
に
３
１
４
１
柱
の

御
霊
を
お
慰
め
し
ま
し
た
。
日
本
遺
族
会
の
調
査

に
よ
る
と
、
先
の
大
戦
に
よ
る
夫
を
亡
く
し
た

方
々
の
平
均
年
齢
は
97
～
98
歳
。
遺
児
の
平
均
年

齢
も
70
歳
を
超
え
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
戦
争

の
悲
惨
さ
を
風
化
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
ゆ
え
ん
で

す
。

　

近
現
代
史
で
は
、
日
清
戦
争
は
開
戦
か
ら
講
和

ま
で
９
カ
月
。
日
露
戦
争
は
開
戦
か
ら
日
本
海
海

戦
の
勝
利
ま
で
１
年
５
カ
月
で
し
た
。
そ
れ
に

比
し
て
、
太
平
洋
戦
争
は
満
３
年
と
９
カ
月
で
、

最
初
の
６
カ
月
間
だ
け
優
位
性
を
保
っ
た
だ
け

で
、
あ
と
は
防
戦
一
方
で
し
た
。
敗
戦
後
、
か

つ
て
な
い
民
族
的
閉
塞
感
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し

た
が
、「
強
い
人
間
は
逆
境
の
時
、
敗
れ
た
時

に
こ
そ
立
ち
上
が
る
気
力
を
持
つ
も
の
で
あ

る
」
と
い
う
言
葉
の
通
り
、
日
本
人
の
勤
勉
さ

と
性
根
は
今
日
の
日
本
の
復
興
を
も
た
ら
し
た

と
思
い
ま
す
。

「
平
和
は
富
を
作
り
、
富
は
慢
心
を
生
み
、
慢

心
は
戦
争
を
起
こ
し
、
戦
争
は
貧
困
を
も
た
ら

し
、
貧
困
は
謙
虚
さ
を
生
み
、
そ
の
謙
虚
さ
が

再
び
平
和
を
も
た
ら
す
」
ヨ
ハ
ン
・
ガ
イ
ラ
ー　

ド
イ
ツ
の
学
者
（
１
４
４
５
～
１
５
１
０
）

　

阿
南
市
の
人
口
７
万
５
７
８
９
人
の
う
ち
、

70
歳
以
上
は
１
万
６
２
０
６
人
（
21
・
38
％
）

で
、
市
民
の
８
割
が
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
で

す
。
平
和
の
尊
さ
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に

も
、「
い
つ
ま
で
も
い
つ
も
八
月
十
五
日
（
俳

人　

綾
部
仁
喜
）」。

お
く
り
も
の

阿
南
市
へ

●
金
２
億
円

日
亜
化
学
工
業
株
式
会
社　

代

表
取
締
役　

小
川
裕
義
様
か
ら

就
学
前
児
童
お
よ
び
就
学
児
童

を
対
象
と
す
る
子
育
て
支
援
施

策
充
実
の
た
め
の
資
金
と
し
て

阿
南
市
内
小
・
中
学
校
へ

●
月
刊「
た
く
さ
ん
の
ふ
し
ぎ
」

２
０
１
５
年
６
月
号　
川
の
ホ

タ
ル　
森
の
ホ
タ
ル　
76
冊

日
亜
化
学
工
業
株
式
会
社
様
か
ら

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
金
５
万
７
０
４
２
円

見
能
林
町　

翔
カ
ラ
オ
ケ
愛
好

会　

代
表　

白
浜
和
子
様
か
ら

第
22
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
歌
謡

シ
ョ
ー「
あ
じ
さ
い
の
宴
」に
お

け
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
を
地

域
福
祉
事
業
活
動
資
金
と
し
て

●
金
一
封

大
潟
町　

故
・
薩
摩　

茂
様
の

ご
遺
志
に
よ
り
、
社
会
福
祉
事

業
運
営
基
金
と
し
て

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

負担限度額申請　　　　　　
介護保険施設（ショートステイを含む）の居住費・食費の負担
軽減につきましては、市民税非課税世帯（別世帯の配偶者を含
む）で預貯金等の金額が1,000万円以下（ご夫婦の場合は2,000
万円以下）の方が対象となります。現在交付の認定証の有効期
限は平成27年７月31日までとなっています。

利用者負担割合の見直し　　
一定以上の所得（本人の合計所得が160万円以上で、同一世帯
の第１号被保険者の年金収入＋その他の合計所得金額が単身世
帯で280万円以上、２人以上世帯で346万円以上）のある方の
利用者負担が２割になります。介護認定をうけられている方全
員に負担割合（１割または２割）を記載した「介護保険負担割
合証」をお送りします。

高額介護サービス費の見直し
現役並みに所得がある方について、同じ月に支払った利用者負
担額の上限額が44,400円に変わります。

問い合わせは　介護・ながいき課（☎22−1793）へ

平成27年８月から
介護保険制度が変わります
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平
和
を
祈
り

１
分
間
の
黙
と
う
を

　

昭
和
20
年
、
広
島
と
長
崎
に
原

爆
が
投
下
さ
れ
、
日
本
は
唯
一
の

被
爆
国
と
な
り
終
戦
を
迎
え
ま
し

た
。

　

犠
牲
者
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、

核
も
戦
争
も
な
い
平
和
な
世
界
を

願
い
、
家
庭
や
職
場
お
よ
び
地
域

で
１
分
間
の
黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま

し
ょ
う
。

広
島　
８
月
６
日
㈭

　
　
　

午
前
８
時
15
分

長
崎　
８
月
９
日
㈰

　
　
　

午
前
11
時
２
分

終
戦　
８
月
15
日
㈯　

正
午

　
　
　
　
　
　
　
　
企
画
政
策
課

平
成
27
年
度

青
年
就
農
給
付
金
事
業

「
経
営
開
始
型
」に
係
る

申
請
者
の
追
加
募
集

　

就
農
し
て
か
ら
の
期
間
が
短
く

経
営
が
不
安
定
な
時
期
の
新
規
就

農
者
、
こ
れ
か
ら
独
立
就
農
を
予

定
さ
れ
て
い
る
方
に
対
し
、
最
長

５
年
間
給
付
金
を
給
付
す
る
事
業

へ
の
申
請
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

要
件　
45
歳
未
満
の
独
立
・
自
営

就
農
す
る
方
で
、
人
・
農
地
プ
ラ

ン
に
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
認

定
新
規
就
農
者
で
あ
る
こ
と
等
の

要
件
を
満
た
す
方

申
請
方
法　
農
林
水
産
課
備
え
付

け
の
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え

て
提
出
し
、
承
認
さ
れ
る
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

募
集
期
間　
８
月
28
日
㈮
ま
で

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
農
林

水
産
課
企
画
係（
☎
22

－

１
５
９
８
）へ

奨
学
資
金
貸
付
申
請
の
受
付

（
第
２
次
募
集
）

　

奨
学
資
金
（
無
利
子
）
の
貸
付

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
教
育
委
員

会
総
務
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
８
月
３
日
㈪
～
31
日
㈪

申
請
方
法　
申
請
書
（
総
務
課
備

え
付
け
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

貸
付
要
件　
次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
す
方

▼
阿
南
市
に
１
年
以
上
住
所
を
有

し
ま
た
は
有
し
て
い
た
方
で
、

保
護
者
が
阿
南
市
に
住
所
を
有

す
る
方

▼
修
学
意
欲
が
あ
り
、
学
校
長
が

推
薦
す
る
方

▼
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が
困

難
と
認
め
ら
れ
る
方

貸
付
金
額
（
月
額
）　
▼
高
等
学

校
（
通
信
課
程
を
除
く･

高
等
専

門
学
校
１
・
２
・
３
年
生
含
む
）

１
万
円
以
内
▼
高
等
専
門
学
校

（
４
・
５
年
生
）
お
よ
び
高
等
学

校
専
攻
科
（
１
・
２
年
生
）
３
万

円
以
内
▼
大
学
お
よ
び
専
修
学
校

（
高
等
課
程
お
よ
び
一
般
課
程
を

除
く
）
６
万
円
以
内

募
集
人
員　
▼
高
等
学
校
（
高
等

専
門
学
校
１
・
２
・
３
年
生
含
む
）

５
人
以
内
▼
大
学
（
高
等
専
門
学

校
４
・
５
年
生
・
高
等
学
校
専
攻

科
１
・
２
年
生
含
む
）
お
よ
び
専

修
学
校
６
人
以
内

問
い
合
わ
せ
は　
教
育
委
員
会
総

務
課
（
☎
22

－

３
２
９
９
）
へ

　

国
民
年
金
に
加
入
し

て
い
る
夫
が
病
気
で
亡

く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
夫

の
収
入
だ
け
で
生
活
し
て
い
た

の
で
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
が
不

安
で
す
。
な
に
か
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
年
金
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

　

国
民
年
金
加
入
中
の

方
や
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
る
資
格
期
間
を
満
た
し
た

方
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
は
、

亡
く
な
ら
れ
た
方
に
生
活
を
支

え
ら
れ
て
い
た
「
子
の
あ
る
配

偶
者
」
ま
た
は
「
子
」
に
、
子

が
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
（
一

定
の
障
が
い
の
あ
る
場
合
は
20

歳
ま
で
の
間
）、
遺
族
基
礎
年

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
死
亡
日
の
属
す
る

月
の
前
々
月
ま
で
の
期
間
に
つ

い
て
、
保
険
料
納
付
済
期
間

（
免
除
期
間
含
む
）
が
３
分
の

２
以
上
ま
た
は
直
近
１
年
間
に

保
険
料
の
未
納
が
な
い
こ
と
な

ど
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
が
必

要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22

−

１
１
１
８
）
へ

ＱＡ 年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー

災害が発生または発生する恐れがある場合などに、阿南市が
避難勧告などの緊急情報を携帯電話に配信する「緊急速報
メール」の訓練配信を行います。
配信対象　
NTTドコモ、KDDI(au)、ソフトバンクの対応機種
配信の件名　緊急速報メール訓練配信
配信エリア　阿南市内（通勤者、旅行者等を含む）
※マナーモードでも着信音が鳴る場合があります。
※気象状況により配信を中止する場合があります。
問い合わせは　防災対策課（☎22−9191）へ

12：30

8
20㈭ 「緊急速報メール」の

訓練配信を実施

●浜コン　地引網×浜あそび
日時　８月29日㈯　15:00〜19:30（14:30〜受付）
　　　小雨決行　※順延の場合は30日㈰
場所　中林漁協横広場　　対象　20歳以上の独身男女
定員　男性15人、女性15人
参加費　男性3,000円、女性1,000円　※女性にはお土産あり
申込締切日　８月20日㈭　　主催　阿南de愛隊・中林漁協青年部
●SOCCER× LOVE　恋へのキックオフ！
日時　９月23日㈷　徳島ヴォルティスVS横浜ＦＣ
集合　市役所横見駐車場
場所　鳴門・大塚スポーツパークポカリスエットスタジアム
対象　20歳以上40歳くらいまでの独身男女
定員　男性15人、女性15人　参加費　無料（チケット代等は別途必要）
申込締切日　９月16日㈬　　主催　阿南 de 愛隊
〈共通事項〉
申込方法　住所、氏名、年齢、性別、電話番号を記入のうえ、電子
メールでお申し込みください。
※申込み後 3 日経過しても返信メールが届かない場合は、お問い
合わせください。
メールアドレス　konkatsu@city.anan.tokushima.jp
※くわしくは、阿南de愛隊ホームページをご覧ください。
問い合わせは　阿南de愛隊（定住促進課内☎22−7404）へ

婚活イベント参加者募集

7　広報あ な ん 2015.08



勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

英
会
話
短
期
講
座

受
講
者
募
集

　

初
級
ク
ラ
ス
の
方
か
ら
受
講
で

き
ま
す
。

日
時　
９
月
３
日
㈭
～
毎
週
木
曜

日
（
全
８
回
）
午
後
７
時
30
分
～

８
時
45
分

場
所　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

定
員　
10
～
15
人

対
象　
市
内
に
居
住
ま
た
は
職
場

を
有
す
る
35
歳
ま
で
の
勤
労
青
少

年
（
学
生
を
除
く
）

受
講
料　
１
０
０
０
円
（
前
納
）

※
当
ホ
ー
ム
未
登
録
者
は
、
入
会

費
１
０
０
０
円
が
必
要

講
師　
ケ
ー
ツ
・
サ
ラ
さ
ん
（
外

国
人
指
導
助
手
）

申
込
締
切
日　
８
月
27
日
㈭

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
（
☎
42

－

４
５
７

２
）
へ
（
受
付
時
間　

土
・
日
・

祝
日
を
除
く
午
後
１
時
～
８
時
）

長
時
間
野
球
大
会

出
場
者
募
集

　

午
前
９
時
～
翌
日
の
午
後
９
時

ま
で
の
間
、
チ
ー
ム
を
リ
レ
ー
し

て
試
合
を
行
う
長
時
間
野
球
大
会

に
出
場
す
る
選
手
を
募
集
し
ま
す
。

日
程　
８
月
29
日
㈯　

午
前
９
時

～
30
日
㈰　

午
後
９
時

※
出
場
す
る
時
間
は
大
会
主
催
者

が
調
整
し
決
定
し
ま
す
。
１
チ
ー

ム
の
出
場
時
間
は
１
時
間
程
度
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

場
所　
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
あ
な
ん
ス
タ

ジ
ア
ム

参
加
資
格　
市
内
に
在
住
、
ま
た

は
職
場
を
有
す
る
小
学
３
年
生
以

上
の
男
女

持
っ
て
く
る
も
の　
野
球
の
で
き

る
服
装
と
シ
ュ
ー
ズ
（
つ
め
の
ス

パ
イ
ク
は
禁
止
）、
グ
ロ
ー
ブ

※
野
球
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
お
持
ち

の
方
は
な
る
べ
く
ユ
ニ
ホ
ー
ム
の

着
用
と
、
ア
ッ
プ
シ
ュ
ー
ズ
の
使

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

参
加
費　
無
料

申
込
方
法　
８
月
14
日
㈮
ま
で
に

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

市
内
の
各
野
球
連
盟
に
所
属
す
る

チ
ー
ム
は
連
盟
を
通
じ
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
野
球

の
ま
ち
推
進
課(

☎
22

－

１
２
９

７)

へ

ジェネリック医薬品とは、新薬の特許が切れた後に、同じ有効成
分を使って作られ、新薬と同等の効果・効能を厚生労働省から承
認されている医薬品です。
徳島県後期高齢者医療広域連合では、現在処方されている新薬を
ジェネリック医薬品に切り換えた場合に、自己負担額がどれくら
い軽減できるのか、その一例をお知らせする通知を平成27年９
月下旬に送付します。
通知対象者は、今年５月に医療機関で新薬を処方され、ジェネリッ
ク医薬品に切り換えた場合に自己負担額が大きく軽減される方と
なります。
なお、すべてのお薬にジェネリック医薬品があるとは限りません
ので、試してみたいとお考えの方は、医師や薬剤師にご相談くだ
さい。

問い合わせは　徳島県後期高齢者医療広域連合事務局事業課
（☎088−677−3666）へ

同和問題をはじめ、女性の人権、子どもの人権、高齢者の人権、障がい者の人
権など、さまざまな人権問題の解決をめざす啓発活動の一環として人権啓発標
語・ポスターおよび人権作文を募集します。

応募資格　阿南市民、阿南市内の事業所に勤務する人（以下「企業」という）、
阿南市内の学校に通学する児童・生徒

応募部門　【小学校】 ①低学年（１･ ２年）部門 ②小学校特別支援学級・支援
学校小学部低学年（１･ ２年）部門③中学年（３･ ４年）部門④小学校特別支
援学級・支援学校小学部中学年（３･ ４年）部門⑤小学校高学年（５・６年）
部門⑥小学校特別支援学級・支援学校小学部高学年（５･ ６年）部門【中学校】
⑦中学校部門⑧中学校特別支援学級・支援学校中学部部門【高等学校】⑨高
校・高専部門 ⑩支援学校高等部部門【一般】⑪市民（企業・ＰＴＡ会員を含む）
部門
応募規定　作品は自作、未発表で、ほかに応募していないものに限ります。ま
た、共同で制作した作品は応募できません。標語・ポスター・作文ともに、１
人につき各１点までの応募とさせていただきます。
所定の応募総括表と応募用紙に記入のうえ、ご応募ください。ポスターは、四
つ切り画用紙を使用してください。作文は400字詰原稿用紙を使用してくださ
い。小学生は３枚程度（低学年は２枚程度）、それ以外の方は４枚程度とします。
ポスター・作文ともに、所定の応募用紙を添付のうえ、ご提出ください。
※応募用紙等は人権・男女参画課にあります。また、市ホームページからダウ

ンロードできます。
募集期間　９月４日㈮　17:15まで（必着）
審査方法および発表　審査会で最優秀・特選・入選を決定し、最優秀・特選に
ついては本人（児童・生徒・PTA 会員は学校）に通知します。
表彰等　最優秀および特選に選ばれた作者には、人権フェスティバルで開催す
る表彰式で賞状および賞品の贈呈を行う予定です。また、人権作文の最優秀作
品は表彰式当日に発表していただく予定です。なお、最優秀・特選作品は、市
ホームページで紹介するほか、人権フェスティバル等での展示、人権教育・啓
発資料や物品等に活用させていただきますので留意のうえ、ご応募ください。
提出先・問い合わせは　人権・男女参画課（☎22−3094）へ

人権啓発標語・ポスターおよび人権作文を募集

ジェネリック医薬品による
自己負担額軽減のお知らせを発送します
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公務員として、高い志を持って市民と共に考え行動する人、自ら考え責任を持ってチャレンジする人を求めます!

申込期間　８月25日㈫～９月９日㈬

申込方法　人事課備え付けの「試験申込書」に必要事項をご記入のうえ、人事課へお申込みください。（試験案
内・申込書は８月１日以降にお渡しします。ただし、土曜日及び日曜日は除きます。）
試験案内・申込書の郵送を請求される場合は、封筒に「試験申込書請求」と朱書きし、宛先を明記し
た返信用封筒（120円切手を貼ったＡ４サイズのもの）を必ず同封のうえ、〒774-8501　阿南市富
岡町トノ町12番地３　阿南市企画部人事課へ請求してください。なお、試験案内及び申込書等は阿
南市ホームページ「採用情報募集」からもダウンロードできます。
また、郵送で申込みする場合は、定型（長形３号：12㎝×23.5㎝程度の大きさ）の封筒に宛先を明
記のうえ、392円分の切手を貼付し、必ず「書留郵便」でお申込みください。（９月９日㈬消印のも
のまで有効です。）

阿 南 市 職 員 を 募 集 し ま す
平成28年度採用予定

注　意　①試験申込みの受け付けは、申込期間内にて行います。
②申込書に記載漏れ、写真、返送用封筒等の不備があった場合は受験申込みの受け付けができない場合がありますので、時間に余裕を

もって申込んでください。
③消防職員を受験される方は、体力検査も実施します。欠席された場合は失格扱いとなります。

試 験 区 分 採用予定人員 受　　　験　　　資　　　格
上級行政事務職員 10人程度 昭和55年４月２日から平成６年４月１日までに生まれた者。

初級行政事務職員 ５人程度
昭和59年４月２日から平成10年４月１日までに生まれた者。ただし、
学校教育法による４年制大学において、２年を超えて在籍した者は受験
できません。

上級土木技術職員 ３人程度 昭和55年４月２日から平成６年４月１日までに生まれた者で、土木工
学に関する専門課程を履修した者。

初級土木技術職員 ２人程度
昭和59年４月２日から平成10年４月１日までに生まれた者で、土木工学
に関する学科又は専門課程を修了（見込み含む）の者。ただし、学校教育
法による４年制大学において、２年を超えて在籍した者は受験できません。

建 築 技 術 職 員 １人程度 昭和55年４月２日以降に生まれた者で、２級建築士免許以上を有する
者又は建築工学に関する学科若しくは専門課程を修了（見込み含む）の者。

保 育 士 ８人程度 昭和55年４月２日以降に生まれた者で、保育士資格を有する者又は平
成28年３月31日までに当該資格を取得する見込みの者。

幼 稚 園 教 諭 １人程度 昭和55年４月２日以降に生まれた者で、幼稚園教諭免許を有する者又
は平成28年３月31日までに当該免許を取得する見込みの者。

職 務 経 験 者
【保　育　士】 ２人程度 昭和55年４月２日以降に生まれた者で、保育士資格を有しており、保

育所（園）等での保育の実務経験が５年以上ある者。
職 務 経 験 者
【幼稚園教諭】 １人程度 昭和55年４月２日以降に生まれた者で、幼稚園教諭免許を有しており、

幼稚園等での保育の実務経験が５年以上ある者。

保 健 師 １人程度 昭和55年４月２日以降に生まれた者で、保健師免許を有する者及び平
成28年３月31日までに実施される国家試験に合格する見込みの者

上 級 消 防 職 員 ５人程度 昭和55年４月２日から平成６年４月１日までに生まれた者。採用後は、
市内に居住することを必要とします。

初 級 消 防 職 員 ３人程度
昭和59年４月２日から平成10年４月１日までに生まれた者。ただし、
学校教育法による４年制大学において、２年を超えて在籍した者は受験
できません。採用後は、市内に居住することを必要とします。

第一次試験日は、 全職種　10月18日㈰　
消防職員を受験される方は、10月25日㈰に体力検査を実施します。

問い合わせは　人事課（☎22－1112）へ
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平
成
27
年
度
就
学
義
務
猶
予

免
除
者
等
の
中
学
校
卒
業
程
度

認
定
試
験
に
つ
い
て

試
験
期
日　
10
月
28
日
㈬

願
書
受
付
期
間　

８
月
24
日
㈪
～
９
月
11
日
㈮

受
検
案
内
配
布
期
間　

９
月
11
日
㈮
ま
で

※
徳
島
県
教
育
委
員
会
お
よ
び
文

部
科
学
省
で
配
布
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

学
校
教
育
課

（
☎
22

－

３
３
９
０
）
へ

ね
た
き
り
高
齢
者
見
舞
金

支
給
申
請
の
受
付

　
支
給
対
象
は
、
次
の
要
件
を
す

べ
て
満
た
す
方
で
す
。

▼
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
で
、

年
齢
が
満
65
歳
以
上
の
方

▼
同
年
９
月
１
日
現
在
で
、
市
内

に
居
住
さ
れ
て
い
る
方
（
施
設
入

所
ま
た
は
長
期
入
院
等
を
除
く
）

▼
市
内
に
１
年
以
上
居
住
し
て
い

る
方
で
、
老
衰
等
の
た
め
、
３

カ
月
以
上
ね
た
き
り
状
態
に
あ

り
、
今
後
も
そ
の
状
態
が
継
続

す
る
と
認
め
ら
れ
る
方

▼
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
要

介
護
状
態
区
分
が
要
介
護
３
か

ら
要
介
護
５
ま
で
の
者
ま
た
は

こ
れ
に
相
当
す
る
と
認
め
ら
れ

る
者

支
給
金
額　
６
千
円
（
年
１
回
）

申
請
方
法　
８
月
11
日
㈫
ま
で
に

お
近
く
の
民
生
委
員
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
介
護
・
な
が
い

き
課
（
☎
22

－

１
７
９
３
）
へ

阿
南
警
察
署
だ
よ
り

雑
踏
で
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に

　

各
種
イ
ベ
ン
ト
会
場
や
そ
の
周

辺
は
、
渋
滞
や
混
雑
が
予
想
さ
れ

る
の
で
、
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て

出
か
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
混
雑

し
た
場
所
で
は
人
の
体
を
押
し
た

り
、
流
れ
に
逆
ら
っ
て
歩
く
の
は

や
め
て
、
警
察
官
や
警
備
員
の
誘

導
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。
夜
間
の

イ
ベ
ン
ト
会
場
に
出
か
け
る
際
は
、

足
場
の
不
安
定
な
場
所
や
階
段
な

ど
で
転
ん
で
け
が
を
し
な
い
よ
う

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
警
察
署

（
☎
22

－

０
１
１
０
）
へ

あぶない ! こんなに事故が
交通
事故

件　数
死　者
負傷者

164件（1,174）
0人（       1）
26人（   142）

救急 件　数
搬送人員

294件（1,673）
278人（1,599）

火災 件　数
損害額

5件（  18）
0千円（5,410千円）

●阿南署管内平成27年６月分合計。カッコ内は１月からの累計。
　損害額は未確定分を含んでいません。

国の交付金を活用して、地域の好循環を図るため、商工
団体・市が連携し、「プレミアム付きあななん商品券」を発行
します。
購入方法　チラシ掲載の専用応募はがきまたは官製はが
きに必要事項を記入のうえ、８月19日㈬ 17:00（必着）
までに阿南商工会議所へ郵送または提出してください。
なお、必要事項に記入漏れがある場合は無効とし、１世
帯１通しか申込みできませんのでご了承ください。
申込み多数の場合は８月20日㈭ 9:00〜商工業振興セン
ター２階展示室で公開抽選を行い、当選者の方には商品
券引換え用のはがきを送付させていただきます。当選さ
れた方は引換えを希望された商工団体事務所で商品券引
換え用はがきを持参のうえ、９月１日㈫〜６日㈰までに
引き換えてください。期限までに引換えのない場合は無
効とさせていただきます。
使用期間　９月１日㈫〜12月31日㈭
販売価格　5,000円１セット（6,000円相当）500円券

の12枚セット
購入限度数　１世帯５セットまで
取扱店舗　事業参加申込店舗（決定次第、ホームページ

等でお知らせします）
※くわしくは、各商工団体までお問い合わせください。
問い合わせは　
富岡町今福寺34番地 4　阿南商工会議所（☎22−2301）、
那賀川町苅屋357番地 2　那賀川町商工会（☎42−1772）、
羽ノ浦町宮倉羽ノ浦居内78番地4　羽ノ浦町商工会（☎
44−4858）へ

「プレミアム付きあななん商品券」
を発行します

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
７
０

－

０
６
６

－

０
６
６
）

ま
た
は
（
☎
０
５
０

－

３
７
８
６

－

５
０
０
０
）

　

阿
南
市
内
で
の
風
景
に
か
か
る

思
い
出
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
、
ぜ

ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
採
用
さ
れ

ま
す
と
、
市
内
を
火
野
正
平
さ
ん

が
自
転
車
で
走
り
ま
す
。
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
　
商
工
観
光
労
政

課
（
☎
22

−

３
２
９
０
）
へ

　

９
月
21
日
㈪
～
25
日
㈮

応
募
期
限

　

８
月
10
日
㈪
（
必
着
）

応
募
内
容

　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
性

別
、
年
齢
、
思
い
出
の
場
所
、
風

景
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
お

書
き
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法

番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

w
w

w
.nhk.or.jp/kokorotabi/

Ｆ
Ａ
Ｘ　

03

－

３
４
６
５

－

１
３

２
７

郵
送　

〒
１
５
０

－

８
０
０
１

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
こ
こ
ろ
旅
」
係

問
い
合
わ
せ
は

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ

−

Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
で
放

送
予
定
の
、「
に
っ
ぽ
ん
縦
断 

こ
こ

ろ
旅
（
２
０
１
５
秋
の
旅
）」。

　

９
月
21
日
、
徳
島
県
を
ス
タ
ー
ト
。

香
川
、
岡
山
、
広
島
と
瀬
戸
内
を
西

下
、
九
州
を
経
て
沖
縄
県
を
め
ざ
し

ま
す
。

　

番
組
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
お
手

紙
で
旅
の
ル
ー
ト
を
決
定
す
る
た
め
、

市
内
の
「
忘
れ
ら
れ
な
い
場
所
、
風

景
」
に
ま
つ
わ
る
手
紙
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

徳
島
県
の
放
送
予
定

に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅

お
手
紙
募
集
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○徳島県高校野球ＯＢ連盟王座決定戦
1日㈯、2日㈰、13日㈭、23日㈰　9:00〜
14日㈮、15日㈯、16日㈰、22日㈯　18:00〜

○阿南市高校新人交流戦
　3日㈪　9:00〜
○大阪市立大学　夏季合宿
　6日㈭〜12日㈬　8:30〜
○四国アイランドリーグplus
　19日㈬　18:00〜　徳島対高知
　20日㈭　18:00〜　徳島対愛媛
○東京六大学野球オールスターゲーム
　21日㈮　16:40〜　オープニングセレモニー

　17:00　試合開始
○野球のまち阿南紅白対抗長時間野球大会
　29日㈯　9:00〜30日㈰　21:00

問い合わせは　野球のまち推進課（☎22−1297）へ

球場へ行こう！
JAアグリあなんスタジアム

８月の日程

○定休日：毎週火曜日（火曜日が祝日の場合はその翌日）
　　　　　年末年始（12月29日から翌年１月３日まで）
○問い合わせは

徳島県南部健康運動公園敷地内　管理棟
〒779−1402　徳島県阿南市桑野町桑野谷34番地１

（☎26−1885・FAX26−1886）へ

　阿南市桑野町の徳島県南部健康運動公園敷地内に建設された、「阿
南市屋内多目的施設」が７月19日に落成式を終え、オープンしました。
　皆さんの健康・体力づくり、スポーツを通じた仲間づくりにぜひご
利用ください。

施設使用料

施設等の種類 利用単位
職業として
スポーツを
す　る　者

その他
の　者 生徒等

施　
　
　
設

屋内多目的練習場
全面

１時間
6,000円 1,000円 500円

半面 3,000円 500円 250円

投 球 練 習 場 ４レーン
全面 １時間 2,160円 360円 180円

会 議 室 １室
半日 1,400円
１日 2,100円

指 導 室 １室
半日 300円
１日 450円

備
品
ピッチングマシーン １台 １時間 500円
フットサル用ゴール １組 １時間 150円

※受付・申込み等詳細については、下記にお問い合わせください。

阿南市屋
おく

内
ない

多目的施設がオープンしました !!

スポーツ振興くじ助成事業
「この屋内多目的施設は、スポーツ振興
くじ助成金を受けて整備されたものです」

施設の特徴
○野球雨天練習　　内野守備練習またはバッティングゲージ６面、

ピッチング練習（４投手同時使用可）
○フ ッ ト サ ル　　公式用１面または練習用２面
○他競技の練習　　健康づくり等・トレーニング等の利用
○防災活動利用　　広域防災活動時の利用等
○その他イベント開催等　　幅広く利用できる施設となっています。
※施設内は全面人工芝となっています。

中高年齢の健康増進と生きがいづくりのために、50
歳以上を対象に、チーム全員の年齢の合計が 500歳
以上を出場の条件とする野球大会を徳島県全域対象と
して開催します。
日程　11月７日㈯、８日㈰、14日㈯（予備日15日㈰）
場所　ＪＡアグリあなんスタジアムほか
出場資格　昭和41年４月１日以前に生まれた方、ゲー

ム出場選手９人の合計年齢が500歳以上
参加費　20,000円
申込方法　申込用紙を送付しますので、野球のまち推

進課に電話でご連絡ください。
申込締切日　８月31日㈪
問い合わせは　野球のまち推進課（☎22−1297）へ

500歳野球大会チーム募集

阿南市那賀川Ｂ＆Ｇプール開館時間の変更について　
８月30日㈰まで　休館日：毎週月曜日・８月11日㈫〜15日㈯　※料金等詳細については、阿南市ホームページをご覧ください。

問い合わせは　スポーツ振興課（☎22−3394）へ

あななんアリーナ に決定 !!
愛称
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年
金
情
報
流
出
を
口
実
と
し
た

犯
罪
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

日
本
年
金
機
構
を
名
乗
っ
て
口

座
番
号
を
聞
き
出
そ
う
と
す
る
者

や
、「
流
出
し
た
個
人
情
報
を
削

除
し
て
あ
げ
る
」
と
持
ち
か
け
て

く
る
者
が
現
れ
て
い
ま
す
。

●
日
本
年
金
機
構
か
ら
、
こ
の
件

で
お
客
さ
ま
に
電
話
や
メ
ー
ル
で

連
絡
す
る
こ
と
は
、
一
切
あ
り
ま

せ
ん
。
な
お
、
情
報
が
流
出
し
た

方
へ
の
新
し
い
基
礎
年
金
番
号
は
、

郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
日
本
年
金
機
構
が
、
こ
の
件
で

お
客
さ
ま
に
お
金
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
要
求
す
る
こ
と
は
、
一

切
あ
り
ま
せ
ん
。

●
日
本
年
金
機
構
が
、
こ
の
件
で

お
客
さ
ま
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
お

願
い
す
る
こ
と
は
、
一
切
あ
り
ま

せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
は　
日
本
年
金
機
構

専
用
電
話
窓
口
（
☎
０
１
２
０

－

８
１
８
２
１
１
）
へ

量
水
器
の
位
置
確
認
の
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

上
水
道
情
報
管
理
デ
ー
タ
を
整

備
し
、
上
水
道
施
設
の
適
正
な
管

理
と
復
旧
作
業
を
迅
速
に
行
う
た

め
の
立
ち
入
り
調
査
を
行
い
ま
す
。

調
査
を
行
う
際
は
事
前
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

調
査
地
区　
上
大
野
町
、
中
大
野

町
、
下
大
野
町
、
内
原
町
、
山
口

町
、
富
岡
町

調
査
内
容　
▼
道
路
内
の
水
道
管

の
埋
設
位
置
や
弁
栓
類
の
調
査
▼

各
戸
の
量
水
器
の
位
置
確
認

期
間　

９
月
～
平
成
28
年
３
月

（
予
定
）

※
調
査
員
は
阿
南
市
水
道
部
委
託

者
の
腕
章
を
つ
け
、
調
査
業
務
従

事
者
の
証
明
書
を
携
帯
し
て
い
ま

す
。
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
水
道
部
工
務
課

（
☎
22

－

３
２
９
５
）
へ

人
権
教
育・啓
発

第
３
回
阿
南
市

人
権
教
育
・
啓
発
市
民
講
座

日
時　
８
月
25
日
㈫　

午
後
２
時

～
３
時
30
分

場
所　
文
化
会
館
２
階　

研
修
室

演
題　
「
身
の
ま
わ
り
の
人
権
」

講
師　
徳
島
県
人
権
擁
護
委
員
連

合
会　

会
長　

鍋
島
治
秀
さ
ん

※
託
児
あ
り
（
要
申
込
み
：
８
月

17
日
㈪
ま
で
）

※
お
車
で
お
越
し
の
方
は
、
乗
り

合
わ
せ
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

徳
島
イ
ン
デ
ィ
ゴ
ソ
ッ
ク
ス
と

連
携・協
力
し
た
人
権
啓
発
活
動

　

徳
島
イ
ン
デ
ィ
ゴ
ソ
ッ
ク
ス
の

試
合
当
日
に
、
人
権
啓
発
活
動
と

し
て
、
啓
発
物
品
の
配
布
な
ど
を

行
い
ま
す
。

日
時　
８
月
19
日
㈬　

午
後
５
時

～　
（
午
後
６
時
試
合
開
始
）

※
観
戦
に
は
別
途
入
場
券
が
必
要

で
す
。
な
お
、
試
合
中
止
の
場
合

は
イ
ベ
ン
ト
も
中
止
し
ま
す
。

場
所　
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
あ
な
ん
ス
タ

ジ
ア
ム

問
い
合
わ
せ
は　
人
権
・
男
女
参

画
課
（
☎
22

－

３
０
９
４
）
へ

～
農
家
の
皆
さ
ま
へ
～

稲
刈
り
後
の
田
の
耕
起
に
つ
い
て

　

今
年
は
例
年
に
な
い
早
さ
で
台

風
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

稲
刈
り
後
の
稲
わ
ら
を
田
ん
ぼ

に
放
置
し
て
お
く
と
、
大
雨
や
台

風
時
の
雨
水
と
共
に
水
路
に
流
れ

込
み
、
水
路
が
詰
ま
っ
た
り
、
漁

港
や
漁
場
に
お
い
て
は
漁
網
に
稲

わ
ら
が
詰
ま
る
被
害
な
ど
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

災
害
防
止
の
た
め
、
稲
刈
り
後

は
速
や
か
に
ト
ラ
ク
タ
ー
で
耕
転

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
ご
協
力
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

農
地
整
備
課

（
☎
22

－

１
５
９
９
）
へ

上
級
救
命
講
習

　

消
防
本
部
で
は
、
救
急
医
療
週

間
（
９
月
６
日
㈰
～
12
日
㈯
）
に

合
わ
せ
て
、
上
級
救
命
講
習
を
実

施
し
ま
す
。
も
し
も
の
時
の
た
め

に
応
急
手
当
の
基
本
（
心
肺
蘇
生

法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
法
）
を
学
び
ま

せ
ん
か
。

上
級
救
命
講
習　

９
月
６
日
㈰　

午
前
９
時
～
午
後
６
時（
８
時
間
）

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務

し
て
い
る
15
歳
以
上
の
方

場
所　
消
防
本
部
３
階　

ホ
ー
ル

定
員　
30
人
（
先
着
順
で
、
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

申
込
期
間　
８
月
１
日
㈯
～
31
日
㈪

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
消
防

本
部
（
☎
22

－

１
１
２
０
）
へ

放
送
記
録
員
養
成
講
習
会

受
講
生
募
集

日
程　
９
月
20
日
㈰　

午
後
１
時

30
分
～
午
後
３
時
（
ひ
ま
わ
り
会

館
）、
27
日
㈰　

午
前
９
時
～
正

午
（
ひ
ま
わ
り
会
館
）、
10
月
17

日
㈯
、
18
日
㈰　

午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
（
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
あ
な

ん
ス
タ
ジ
ア
ム
）

参
加
資
格　
高
校
生
以
上
の
方

内
容　
野
球
の
試
合
に
お
け
る
放

送
記
録
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
操
作
の
習
得

参
加
費　
無
料

申
込
締
切
日　
８
月
31
日
㈪

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
野
球

の
ま
ち
推
進
課
（
☎
22

－

１
２
９

７
）
へ

救急安心カードは、氏名、生年月日、血液型、
かかりつけの病院などを書いておくカードです。
いざという時に救急隊員が迅速・的確に救急活
動ができます。
家族のため、自分自身のためにも「救急安心カー
ド」を記入し、外出時にも携行しましょう。
※記載内容に更新があった場合は、書き換えま

しょう。
配布場所　消防本部、南出張所、西出張所、

保健センター
※阿南市消防本部のホームページからも印刷で

きます。
問い合わせは　消防本部（☎22−1120）へ

備えよう！「救急安心カード」
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事 業 名 平成20年度地域情報通信基盤整備推進交付金事業
市 町 村 名 阿南市 所 属 部 署 定住促進課

事 業 の 概 要　

事 業 年 度 H20年度　１次補正 事 業 完 了 日 平成22年３月11日
総 事 業 費 1,167,674千円 補助対象事業費 964,087千円

交 付 金 額 321,362千円

整備対象地域 大井町・大田井町・水井町・細野町・阿瀬比町・山口町・桑野町・内原町・新野町・
福井町・椿町・椿泊町・橘町の全域、長生町・加茂町・那賀川町の一部

事　業　の　内　容
阿南市は、平成20年度から市内全域に放送と通信の一元的なサービスを提供し、地域間の情報格差
を解消することを目的とし、市内の民間ケーブルテレビ事業者２社の有線テレビジョン放送施設設置
許可エリア（サービスエリア）外の山間部を中心とした難視聴地域の世帯を対象に、GE－PON方式
（２芯３波多重方式）による放送・高速インターネットサービスを提供できる環境の整備を始め、平
成22年３月に整備を終えた。
本事業で整備した施設は、平成22年４月から市内の民間ケーブルテレビ事業者２社を指定管理者と
して管理・運営を委任し、地上デジタル放送の難視聴解消、ＢＳデジタル放送等の多チャンネルサー
ビスおよび高速インターネット接続・ＩＰ電話サービスの提供を行い、地域間の情報格差の是正と地
域の活性化を図り、地域の一体化を促進した。

BB

サービス開始日 平成22年４月１日
サービス形態 公設民営（指定管理者制度により管理・運営）
契　 約　 先 株式会社ケーブルテレビあなん　　徳島県南メディアネットワーク株式会社

整備計画時の目標 実　　　　　　　　　　績
初年度 最終 H22年度末 H23年度末 H24年度末 H25年度末 H26年度末

整備地域の世帯数 7,085 7,085 7,085 7,080 7,072 7,052 7,027
加 入 世 帯 数 2,111 2,111 1,553 1,687 1,904 2,105 2,091
加　入　率（％） 29.8 29.8 21.9 23.8 26.9 29.8 29.8

CATV

サービス開始日 平成22年４月１日
サービス形態 公設民営（指定管理者制度により管理・運営）
契　 約　 先 株式会社ケーブルテレビあなん　　徳島県南メディアネットワーク株式会社

整備計画時の目標 実　　　　　　　　　　績
初年度 最終 H22年度末 H23年度末 H24年度末 H25年度末 H26年度末

整備地域の世帯数 7,085 7,085 7,085 7,080 7,072 7,052 7,027
加 入 世 帯 数 5,013 5,013 4,507 4,948 5,054 5,032 5,009
加　入　率（％） 70.8 70.8 63.6 69.9 71.5 71.4 71.3

評価および課題

ケーブルテレビおよびインターネットの加入率は、当初の目標を上回っているが、ここ数年、民間通
信事業者の参入により、少しずつだが減少傾向にある。合わせて、整備した地域は山間部を占める割
合が高く、今後も人口の減少や高齢者世帯の増加などにより加入者数の減少が考えられることから、
新たな対応策を講じる必要がある。
新たな取組として、平成25年９月から指定管理者である市内の民間ケーブルテレビ事業者２社の自
主放送チャンネル内において、行政情報コーナーの開設、また災害時における緊急・防災情報等を音
声と文字で割り込み、発災時における最新の情報を提供することが可能となった。
今後もケーブルテレビならではの魅力あるサービスの提供や住民を主体とした地域コミュニティー放
送の充実に向けた取組のほか、市議会中継の開始など、さらなる行政情報番組の充実を図るなどして、
引き続き加入促進につとめたい。

地域情報通信基盤整備推進交付金事業の事後評価の公表について
阿南市では、「地域情報通信基盤整備推進交付金」の交付を受けて、平成20年度から平成21年度の２年間で、市内の民間ケーブル
テレビ事業者２社が整備したエリア外の地域に、地上デジタル放送の難視聴対策とブロードバンド環境整備のために光ファイバ網を
整備し、地域間の情報格差の解消を図りました。 
今回は、地域情報通信基盤整備推進交付金交付要綱第８条により、整備事業が終了してから５年後に整備計画の事後評価および公表
を行うこととなっていますので、公表を行うものです。 
「地域情報通信基盤整備推進交付金」とは
地理的な制約から民間事業者の投資による情報通信環境の整備が期待できないことにより、情報格差が生ずる市町村に対し、国が地
域の特性に応じた情報通信基盤の整備を支援し、地域間の情報格差を是正するとともに、その利活用を促進することにより、地域住
民の生活向上および地域経済の活性化を図る事業です。 

物
品
購
入
等
の
指
名
競
争
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
書

（
追
加
申
請
）
を
受
付

　

平
成
27
年
度
に
市
が
発
注
す
る

物
品
購
入
等
の
指
名
競
争
入
札
に

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、｢

指

名
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

書｣

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
平
成
26
年
中
お
よ
び

平
成
27
年
１
月
13
日
か
ら
２
月
10

日
ま
で
の
間
に
申
請
さ
れ
た
方
は

不
要
で
す
。

提
出
期
間　
８
月
３
日
㈪
～
31
日

㈪
（
土
、
日
曜
日
を
除
く
）

物
品
購
入
等
の
種
類　
備
品
、
消

耗
品
類
お
よ
び
原
材
料
品
（
工
事

用
原
材
料
を
含
む
）
な
ど
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
管
財

課
（
☎
22

－

３
８
０
４
）
へ

毎
月
第
一
日
曜
日
は

家
庭
人
権
学
習
の
日

　

同
和
問
題
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ

る
人
権
問
題
に
つ
い
て
、
家
庭
や

地
域
で
話
し
合
う
機
会
を
設
け
、

豊
か
な
人
権
感
覚
を
養
い
、
一
人

ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
市
人
権
教

育
協
議
会
事
務
局
（
☎
22

－

３
３

９
２
）
へ

問い合わせは　定住促進課（☎22－7404）へ
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河口の風景は、阿南市の豊かな自然を表すシンボルとなっています。さまざまな希少種や
固有種が確認されており、私たちに多くの水産資源を恵んでくれる自然環境です。生物の
シンボル的存在であるシオマネキの数が吉野川や勝浦川に次いで多く、守るべき生息場所
の一つとして、保全事業が進められています。（写真：国土交通省那賀川河川事務所提供）

範囲：河口一帯

平成27年度 阿南市体育祭のお知らせ 問い合わせは　スポーツ振興課（☎22−3394）へ
競　　技　　名 実施期日・場所 申込締切 競技対象者

ソ フ ト テ ニ ス  8/19 南部健康運動公園 中学生
 9/20  9/ 7 一般・シニアの部

硬 式 テ ニ ス

 9/13

南部健康運動公園

 9/ 4 高校生・ダブルス

10/18 10/ 9
 9/26

小学生・中学生
シニア

11/15 11/ 6 クラブ対抗
12/13 12/ 4 シングルス

バ ド ミ ン ト ン  8/30 スポーツ総合センター  8/14 市内在住または通勤・通学者
水 泳  8/30 サンアリーナ温水プール  8/20 小学生・中学生・高校生・一般

ソ フ ト ボ ー ル  9/27
10/ 4

阿南火力発電所グラウンド
新日本電工グラウンド  9/10 一般男子・レディース

サ ッ カ ー 10/3・4 富岡小学校グラウンド 小学生（阿南市サッカー協会に所属するチーム）
剣 道  8/ 9 那賀川スポーツセンター 小学生・中学生・高校生
バ レ ー ボ ー ル  9/ 6 スポーツ総合センター  8/24 14 地区体協対抗（男・女）
相 撲 10/11 阿南第一中学校相撲場  9/11 市内小・中学生
ゲ ー ト ボ ー ル  9/19 B&G 那賀川海洋センター 協会加入の団体（クラブチーム）
柔 道  9/ 6 武道館 幼児・小学生・中学生・高校生・一般
陸 上  9/ 5 阿南工業高等専門学校  8/21 小学生・中学生・高校生・一般・マスターズ
民踊・フォークダンス  9/12 文化会館　研修室 市内在住の民踊愛好者

軟 式 野 球  8/30
 9/ 6

阿南市民グラウンド（新野町）
南部ふるさとふれあい運動公園
ＪＡアグリあなんスタジアム

 8/15 一般・壮年（14 地区体協対抗）

卓 球  9/27 スポーツ総合センター  9/17 市内在住または通勤・通学者
バ ス ケ ッ ト ボ ー ル  9/6・13 那賀川スポーツセンター  8/28 協会加入の各団体および招待チーム
グラウンド・ゴルフ  9/30 橘港中浦緑地  9/14 協会会員
ホ ッ ケ ー 10/25 阿南工業高校ホッケー場 10/19 小学生・中学生・高校生・一般
体 操 12/20 スポーツ総合センター 当日受付 幼児・小学生・中学生
弓 道 10/ 4 B&G 那賀川海洋センター  9/25 高校生・一般
バ ウ ン ド テ ニ ス  9/13 スポーツ総合センター  9/ 9 市内在住または通勤・通学者
ス ケ ー ト ボ ー ド 9/20 スケートボード場 当日受付 スケートボード愛好者
歩 こ う 会 9/12 阿南市内（夢ホール〜阿南駅） 当日受付 要項ルートを歩ける方（約８㎞）

「未来へつなごう！
あなんのごっつい自然」を紹介 ⑶

■展示コーナー　10:00〜20:00
※初日と最終日は催しによって終了時間が異なります。

○パステル画　１日㈯〜16日㈰まで
○めだかの学校竹細工展　18日㈫〜30日㈰

■体験コーナー
○星型あんどん作り　

８日㈯　13:00〜15:00
【申込締切日】６日㈭　【参加費】無料
【定員】20人　【持参物】特になし

○親子で「アロマ夏まつり」　
22日㈯　13:00〜15:00
【申込締切日】22日㈯当日
【参加費】1,000円　【定員】15組（親子）

問い合わせは　阿南光のまちステーションプラザ
　　　　　　　（☎24−3141）へ

光 ８月の催しのまちステーションプラザ

●教育長報告
　①６月議会の報告　　②学校訪問について
　③市中学校夏季総合体育大会について
●阿南市立図書館協議会委員の委嘱について（阿南図書館）
●阿南市立の幼稚園の通園区域に関する規則の一部を改正する規

則について（学校教育課）
●施設型給付対象私立幼稚園の保育料等に関する要綱について
（学校教育課）

●施設型給付対象私立幼稚園に対する阿南市預かり保育料補助金
交付要綱について（学校教育課）

●施設型給付対象私立幼稚園に対する阿南市給食費補助金交付要
綱について（学校教育課）

※定例会の日時は、市のホームページでお知らせしています。く
わしくはお問い合わせください。

問い合わせは　教育委員会総務課（☎22−3299）へ

６月定例会（６月22日開催）で、次の
内容について審議し、承認されました。

教育委員会定例会だより

阿波踊り活竹人形作り、星形あんどん作り
常時開催中！

那賀川・桑野川河口域
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阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校
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３
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（
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）　 
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３
年
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能
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）
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智
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年
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下
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３
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）　
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２
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、
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上
１
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０
ｍ
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３
年
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０
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年
（
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上
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松
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年
（
中
林
町
）　

立
岩　

甚　

１
年
（
西
路
見
町
）

以
上
、
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技
個
人
男
子

城
東
高
校

岡　

知
樹　

２
年
（
下
大
野
町
）

萩
原
奨
太　

１
年
（
羽
ノ
浦
町
）

以
上
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子

　
城
南
高
校

折
野
菜
　々

１
年
（
橘
町
）　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
団
体
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坂
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がんばれ阿南の若者！めざせ真夏の頂点

2015全国高等学校
総合体育大会出場選手紹介

近畿２府５県を中心に８月20日まで開催
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ニュースオアシス

旧庁舎を描いた力作ずらり
写生コンクール入賞作品決まる

青年海外協力隊に参加する
渡邊さんと山﨑さんが来庁

49年間市民の皆さんに親しまれた旧庁舎の姿
を描き残し、後世に伝える絵画作品を募集した
写生コンクールの表彰式が市役所で行われ、計
68点の応募の中から９点の入賞作品が発表さ
れました。入賞作品は、アルミ板のパネルへ転
写したものを新庁舎低層部工事中の仮囲いに展
示しています。ご応募いただいた皆さん、あり
がとうございました。

７月から国際協力機構（JICA）の「青年
海外協力隊」に参加する渡邊李里紗さん
（26歳・西路見町）と山﨑順子さん（34歳・
福井町）が、６月22日、出発前のあいさ
つのため市役所を訪れ、岩浅市長と懇談し
ました。
渡邊さんは、阿南市保健センターで看護師

6/15

6/17
鈴木明子さんが
オリンピックの舞台裏を語る

阿南法人会の第３回通常総会記念講演会がロイ
ヤルガーデンホテルで開催され、オリンピック
２大会連続８位入賞の鈴木明子さん（プロフィ
ギュアスケーター）が、スケートにかける思い
やオリンピック出場への舞台裏などを語りまし
た。参加者からは「厳しい世界で活躍してきた
鈴木さんの話には説得力がありました。来て良
かったです」などの感想が聞かれました。

として勤務。バングラデシュ（南アジア）のロングプール県保健衛生事務所で、蚊を媒介して発症す
るフィラリア患者に対する衛生指導や啓発活動に携わります。任期は平成29年３月まで。なお、現
役の市職員が青年海外協力隊に参加するのは初めてです。
山﨑さんは、徳島市内の病院で看護師として勤務。マラウイ（アフリカ南東部）のンチェウ県病院で、
整理整頓や業務改善（５S-KAIZEN）の指導などを通して、任地の医療環境の向上を図ります。任期
は平成29年７月まで。渡邊さんは、「現地の住民の声にしっかりと耳を傾けたいです。任期を終えて
阿南市に戻ってきたときに、市に貢献できるように頑張りたい」、山﨑さんは、「現地の文化や習慣を
しっかり理解した上で活動に当たりたいです。健康と安全に気を付けて、一回り成長して帰って来た
いと思います」と抱負を述べていました。
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阿南市の魅力を PRするプロモーション動画が
完成しました。内容は、岩浅市長や「あななん」、
県外から移住してきたご家族の皆さんが出演し、
阿南市の特徴や観光地などを紹介しながら移住
を呼びかけるものとなっています。全国各地の
自治体が地方移住を呼びかけるインターネット
サイト「全国移住ナビ」内の阿南市ローカルホ
ームページに掲載しています。

阿南市の魅力たっぷり！
プロモーション動画が完成

7/10

広げよう小さなつながり

阿南市身体障害者連合会の総会が、スポーツ総
合センターで開催されました。総会では、今年度
の目標として「広げよう小さなつながり」を合言
葉に活発に活動していくことを確認しました。引
き続き、しょうがいしゃ体育大会が行われ、ボラ
ンティアを含め約100人が参加しました。参加者
はスプーンリレーや借り物競争、風船割り競争な
どの種目に取り組み、互いに親睦を深めました。

7/4

アザラシ「オオちゃん」参上

アゴヒゲアザラシ１頭が大潟漁港に現れました。
早朝に地元の住民が見つけたとき、アザラシは、
港内をのんびりと泳いでいました。地元の住民は、
さっそく大潟町にちなんで「オオちゃん」と命名
し、温かく見守っています。愛くるしい顔、かわ
いらしいですね。アザラシの出現は、平成17年
に現れ社会現象になったナカちゃん以来です。

（写真提供：徳島新聞社）

7/3

物産館・観光案内所１周年！
ビンゴ大会などに500人が来場

昨年、阿南光のまちステーションプラザ（阿南
駅南隣）内にオープンした「阿南市物産館・観
光案内所」の１周年を記念するイベントが開催
され、約500人がビンゴ大会やLED・竹人形工
作などを楽しみました。会場では先着順でかき
氷が無料配布されたほか、「あななん」や「風
船匠じょにぃ」が応援に駆け付け、子どもたち
の人気を集めていました。

7/5
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あなんカルチャー

公募による出演者がグランドピアノ「ニューヨーク
スタインウェイ」を演奏します。
日時　８月29日㈯、30日㈰　11:00開演
※出演者数により開演時間を変更する場合がありま

す。
場所　夢ホール（文化会館）
入場料　無料 
問い合わせは　文化会館（☎21－0808）へ

■	第16回みんなでピアノ物語

応募資格　　
　①大学および短期大学の音楽科を卒業された方
　②演奏活動を継続している団体（20歳以上）
演奏種目　器楽、室内楽、声楽
演奏形態　独奏、重奏、合奏、独唱、重唱、合唱
演奏方法　原則として音響機器を使用しない自然音
演奏時間　10分程度
参 加 費　１人3,000円
申込方法　出演申込書(文化会館備え付け)を持参ま

たは郵送してください。
申込締切日　８月22日㈯
申込み・問い合わせは　〒774-0030　富岡町西池
田135番地１　 文化会館（☎21－0808）へ

■	第13回夢ホールコンサート出演者募集！
　	（12月12日、13日開催予定）

実力派ダンサーが繰り広げる
華麗でロマンティックなダンスシーン！
～アルゼンチンタンゴの醍

だい

醐
ご

味
み

を余すところなく
満喫させてくれる感動のステージを～

日時　11月26日㈭　18:30開演（18:00開場）　　
場所　夢ホール（文化会館）
入場料　全席自由　4,000円

（団体割引：10人以上一括購入の場合、１枚3,500円）
※団体割引券は文化会館のみの取扱い
チケット発売開始日　９月５日㈯　10:00～
チケット販売場所　文化会館、市民会館、情報文化
センター、ミリカホール、平惣書店（阿南センター
店・羽ノ浦国道店・小松島バイパス店）フジグラン
阿南、アピカほか
問い合わせは　文化会館（☎21－0808）へ

■	「タンゴ・ロマンス」　チケット発売
　	南米のパリ、ブエノスアイレスより来日！

「近世」をテーマに県南の埋蔵文化財調査成果を発
表します。
日時　９月５日㈯　13:30～
場所　文化会館　研修室
演題　「長国の近世」
講師　徳島県埋蔵文化財センター専門職員
　　　大北和美さん
問い合わせは　文化振興課（☎22－1798）へ

■	講演「長国の埋蔵文化財弐」近世in阿南

セ
ン
タ
ー

科
学

ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
観
望
会

（
有
料・申
込
不
要
）

　

ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
に
つ
い
て
説
明
後
、

流
星
群
の
観
望
を
行
い
ま
す
。
並
行
し
て
大
型

望
遠
鏡
に
よ
る
土
星
の
観
望
会
も
実
施
し
ま
す
。

実
施
日
時　
８
月
12
日
㈬
、
午
後
７
時
30
分
～

９
時
30
分

参
加
料　
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０
円
、

小
中
学
生
２
０
０
円
、
幼
児
無
料

参
加
方
法　
当
日
、
開
始
時
間
ま
で
に
科
学
セ

ン
タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
悪
天
候
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

お
も
し
ろ
科
学
実
験
（
無
料
）

　

夏
休
み
期
間
中
の
平
日
は
午
後
２
時
20
分
～
、

土
・
日
曜
日
は
午
前
11
時
～
、
午
後
２
時
20
分

～
実
施
し
て
い
ま
す
。
内
容
に
つ
い
て
は
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

ホームページ　http://www.ananscience.jp/science/

広報あ な ん 2015.08　18



夜
間
天
体
観
望
会
（
有
料
・
要
予
約
）

　

毎
週
土
曜
日
の
夜
間
、
大
型
望
遠
鏡
を
使
っ

た
夜
間
観
望
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
夏
休
み
中

は
土
星
や
七
夕
の
星
を
中
心
に
ご
覧
い
た
だ
き

ま
す
。

実
施
日
時　
毎
週
土
曜
日
の
午
後
７
時
～
、
午

後
８
時
～
、
午
後
９
時
～
（
１
日
３
回
）

※
悪
天
候
時
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

参
加
料　
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０
円
、

小
中
学
生
２
０
０
円
、
幼
児
無
料

望
遠
鏡
で
さ
ぐ
る
夏
の
天
の
川

（
有
料
・
申
込
不
要
）

　

天
の
川
が
見
や
す
い
こ
の
時
期
に
、
天
の
川

の
中
に
潜
ん
で
い
る
星
雲
や
星
団
を
大
型
望
遠

鏡
で
見
て
い
き
ま
す
。

実
施
日
時　
８
月
16
日
㈰　

午
後
７
時
30
分
～

９
時
30
分

参
加
料　
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０
円
、

小
中
学
生
２
０
０
円
、
幼
児
無
料

参
加
方
法　
当
日
、
開
始
時
間
ま
で
に
科
学
セ

ン
タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
悪
天
候
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム（
無
料
）

　

夏
休
み
中
の
毎
日
午
後
１
時
30
分
～
、
３
時

～
実
施
。
投
映
時
間
は
約
30
分
。
内
容
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

－

１
６
０
０
）
へ

８
月
の
休
館
日

３
日
㈪
、
10
日
㈪
、
17
日
㈪
、
24
日
㈪
、

31
日
㈪

阿
南

 

ふ
る
さ
と探

訪
其
の

103

阿
南
市
の
文
化
財

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会

会
長
　
湯
　
浅
　
良
　
幸

尹い
ん

と
帥そ

ち

　

文
武
天
皇
の
大
宝
元
年
、
政
府
に
初
め

て
官
制
を
定
め
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
中
央

政
府
ら
し
い
も
の
が
生
ま
れ
た
。
い
わ
ゆ

る
八
省
百
官
で
あ
る
。

　

政
府
に
神
祇
官
と
太
政
官
を
置
い
た
。

わ
が
国
は
古
来
か
ら
神
祇
を
尊
重
し
た
。

つ
ま
り
、
政
は
マ
ツ
リ
ゴ
ト
（
祭
事
）
で
、

神
祇
尊
重
を
国
体
と
し
た
。
そ
の
た
め
神

祇
官
を
太
政
官
の
上
に
置
い
た

　

神
祇
官
は
祭
礼
、
神
人
、
神
社
領
民
の

戸
籍
、
さ
ら
に
巫
ト
（
ま
じ
な
い
）
を
掌

っ
た
。

　

長
官
を
伯
と
い
い
、
従
四
位
下
相
当
官

だ
っ
た
。
太
政
官
で
言
え
ば
近
衛
中
将
、

左
衛
門
督
、
大
弁
の
下
で
あ
る
。
位
は
高

い
が
扱
い
は
こ
の
程
度
だ
っ
た
。

　

伯
の
下
に
大
少
副
各
一
人
、
大
少
祐
各

一
人
、
大
少
史
各
一
人
が
置
か
れ
た
。
伯

は
主
と
し
て
皇
族
、
大
中
臣
氏
が
任
命
さ

れ
た
。

尹
　

弾
正
台
の
長
官
を
尹
と
い
う
。
弾
正
台

は
風
俗
や
不
正
を
取
締
ま
り
上
部
へ
報
告

す
る
役
所
。
尹
の
下
に
大
少
弼
各
一
人
、

大
忠
一
人
、
少
忠
二
人
、
大
少
疎
各
一
人

を
置
い
た
。
尹
に
は
皇
族
を
充
て
た
。

　

役
所
の
長
官
で
尹
を
名
乗
る
の
は
弾
正

台
だ
け
。
朝
鮮
で
は
市
長
を
府
尹
と
呼
ん

だ
。
郡
島
邑ゆ

う

に
郡
守
、
島
司
、
邑
面
長
を

置
い
た
。

帥
　

大
宰
府
の
長
官
を
帥
と
い
う
。
帥
の
意

味
を
知
ら
な
い
人
は
師し

と
書
く
。

　

大
宰
府
は
九
州
全
域
を
統
轄
す
る
役
所

で
あ
る
。
政
府
は
大
宰
府
を
筑
紫
国
に
置

い
た
。
現
在
の
福
岡
県
太
宰
府
市
で
あ

る
。
梅
と
右
大
臣
菅
原
道
真
が
左
大
臣
藤

原
時
平
に
ね
た
ま
れ
、
あ
げ
く
告
げ
口
さ

れ
太
宰
権
帥
に
流
さ
れ
た
。
道
真
は
こ
こ

で
死
に
太
宰
府
神
社
で
神
と
し
て
祭
ら
れ

た
。「
東こ

風ち

吹
か
ば
匂
い
起
こ
せ
よ
梅
の

花
」
の
歌
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。「
天

神
さ
ん
」
は
道
真
の
事
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
太
宰
帥
の
上

に
主
神
一
人
を
置
い
た
こ
と
で
あ
る
。
中

央
政
府
に
太
政
大
臣
の
上
に
神
祇
伯
を
置

い
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
共
に
祭
祀
を

司
る
役
所
だ
が
政
治
的
に
力
は
な
か
っ
た
。

　

役
人
と
し
て
主
神
一
人
、
帥
一
人
、
大

弐
一
人
、
少
弐
二
人
、
大
少
監
各
二
人
、

大
少
典
各
一
人
、
大
少
判
事
各
一
人
、
大

少
令
各
一
人
、
大
工
一
人
、
少
工
二
人
、

博
士
、
陰
陽
師
、
医
師
、
算
師
、
防
人
正
、

佑
、
令
史
、
主
船
、
厨
吏
等
が
置
か
れ
た
。

　

帥
に
は
親
王
が
任
命
さ
れ
た
。
権
帥
は

時
に
帥
の
職
務
を
代
行
し
た
。
権
帥
は
道

真
の
よ
う
に
大
臣
で
あ
っ
た
者
が
赴
任
す

る
こ
と
も
あ
っ
た
。

軍
団

　

軍
団
は
諸
国
に
置
か
れ
た
。
長
を
大だ

い

毅き

と
い
い
、
下
に
少
毅
二
人
、
主
帳
一
人
、

校
尉
五
人
、
旅
帥
十
人
、
隊
正
二
十
人
が

い
た
。
大
毅
は
一
千
人
、
少
毅
は
五
百
人
、

校
尉
は
二
百
人
、
旅
帥
は
百
人
、
隊
正
は

五
十
人
を
率
い
た
。
十
人
の
長
を
火
長
、

五
人
の
長
を
伍
長
と
い
う
。　

（
終
わ
り
）

参
考　

江
馬　

務
著
「
新
脩　

有
職
故
実
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　太宰府天満宮　本殿
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っ
か
り
パ
ン
作
り
の
と
り
こ
と
な

り
、
私
と
の
パ
ン
作
り
を
楽
し
ん

で
い
る
よ
う
す
。

　

ま
た
、
パ
ン
作
り
は
私
に
す
て

き
な
人
た
ち
と
の
出
会
い
の
機
会

も
与
え
て
く
れ
た
。
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
で
の
パ
ン
教
室
、
子
育

て
サ
ー
ク
ル
で
の
ピ
ザ
パ
ー
テ
ィ

ー
、
子
ど
も
の
お
友
達
を
集
め
た

幼
児
パ
ン
教
室
。
パ
ン
作
り
を
通

し
て
た
く
さ
ん
の
マ
マ
友
達
が
で

き
た
。
現
在
は
、
仕
事
と
し
て
パ

ン
作
り
を
楽
し

ん
で
い
る
が
、

欲
を
い
え
ば
も

っ
と
た
く
さ
ん

の
人
に
パ
ン
作

り
の
楽
し
さ
を

伝
え
ら
れ
る
機

会
を
作
れ
た
ら
な
あ
と
思
う
。
そ

し
て
こ
れ
か
ら
も
パ
ン
作
り
を
通

し
て
わ
が
子
の
成
長
を
見
続
け
て

い
き
た
い
。

　

さ
あ
も
う
す
ぐ
夏
休
み
、
に
ぎ

や
か
な
毎
日
が
や
っ
て
く
る
。
今

年
も
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
パ
ン

作
り
を
楽
し
も
う
。

　

次
は
、
横
見
町
の
早
川
恭
子
さ

ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

阿
南
市
春
季
短
歌
大
会
選

短
　
歌

入
選　
　
　
　
　
　

 

小
西　

千
恵

朝
六
時
視
界
不
良
の
霧
の
中
ポ
ー
と
列
車
の
音
の
み

響
く

入
選　
　
　
　
　
　

 

青
木　

弘
子

ピ
チ
ピ
チ
の
し
ろ
う
お
命
い
た
だ
き
て
春
の
入
口
の

尖と
が

り
は
う
ま
し

入
選　
　
　
　
　
　

 

西
條　

悦
子

灯
を
落
し
若
者
を
待
つ
卓
上
に
ま
じ
め
顔
し
て
茶
碗

が
座
る

入
選　
　
　
　
　
　

 

徳
川　

明
美

光
あ
つ
め
光
を
放
つ
白は

く

木も
く

蓮れ
ん

燃
え
残
り
い
し
ひ
と
ひ

ら
が
散
る

入
選　
　
　
　
　
　

 

新
居　

久
子

散
ら
ば
る
字
葉
書
い
っ
ぱ
い
い
っ
ぱ
い
に
拾
い
よ
み

す
る
賀
状
が
と
ど
く

入
選　
　
　
　
　
　

 

井
坂　

季
子

裏
庭
で
伸し

ん

子し

張
り
す
る
母
若
く
キ
ャ
ン
デ
ー
食
べ
て

る
私
が
写
る

佳
作　
　
　
　
　
　

 

吉
形　

和
恵

体
調
を
髪
の
寝
ぐ
せ
に
占
い
て
自
転
車
こ
ぎ
ゆ
く
春

の
朝
市

阿
南
市
俳
句
連
合
会
選

俳
　
句

久
米　

浩
一

シ
ャ
チ
が
飛
び
イ
ル
カ
飛
ん
で
る
夏
の
安
房

　

徳
島
に
嫁
い
で
も
う
す
ぐ
８
年

目
。
今
思
え
ば
、
見
知
ら
ぬ
土
地

で
の
生
活
は
思
っ
て
い
た
よ
り
も

心
細
く
、
大
変
だ
っ
た
。
一
人
も

友
達
が
お
ら
ず
、

家
事
や
子
育
て

に
追
わ
れ
る

日
々
。
そ
の
中

で
も
唯
一
の
楽

し
み
が
私
の
趣

味
で
、
現
在
の

仕
事
で
あ
る
パ
ン
作
り
だ
っ
た
。

　

私
に
と
っ
て
の
パ
ン
作
り
は
、

子
ど
も
の
成
長
過
程
を
思
い
起
こ

さ
せ
る
も
の
で
も
あ
る
。
当
時
９

カ
月
だ
っ
た
長
女
は
、
焼
き
立
て

の
パ
ン
の
匂
い
に
誘
わ
れ
て
す
ご

い
速
さ
で
ハ
イ
ハ
イ
し
、
必
死
に

つ
か
ま
り
立
ち
し
て
い
た
。
食
い

し
ん
坊
の
次
女
は
、
初
め
て
パ
ン

作
り
を
し
た
と
き
、
生
地
の
ま
ま

食
べ
て
し
ま
い
大
騒
ぎ
と
な
っ
た
。

そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
も
今
で
は
す

　
　

清
原　

眞
治

命
が
け
伴
侶
を
捜
す
夏
の
蝶
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移動図書館車「ひまわり号」
巡回日 巡　回　場　所 時　間
  6日㈭ 上 中 分 館 前 14:30～15:00

長 生 公 民 館 前 15:30～16:00
12日㈬ 加 茂 谷 公 民 館 前 15:00～15:30
13日㈭ 新 野 公 民 館 前 14:00～14:30
　 見 能 林 公 民 館 前 15:30～16:00

14日㈮ 椿 公 民 館 前 14:00～14:30
　 椿 泊 漁 協 前 15:00～15:30

20日㈭ 山 口 分 館 前 14:00～14:30
大 潟 分 館 前 15:00～15:30

巡回日 巡　回　場　所 時　間
21日㈮ 老人ホーム福寿荘前 10:30～11:00

中央病院阿南荘前 13:30～14:00
桑野コミュニティセンター前 15:00～15:30

27日㈭
　
　

橘 防 災 公 園 入 口 14:00～14:30
橘 団 地 前 15:00～15:30
福 井 公 民 館 前 16:00～16:30

※雨天の場合は日程を変更することがあります。

８月の巡回日程

問い合わせは　那賀川図書館（☎42−3111）へ

阿南市立図書館だより
８月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

阿 南 図 書 館
9:00〜18:00

土日は17:00まで
☆ 休 ☆ 休 ★ ☆ 休 ☆ 休 ★ 休 ☆ 休

那賀川図書館
10:00〜18:00 ◎ ☆ 休 ◎ ☆ 休 ◎ ☆ 休 ◎ ☆ 休 休 ◎ ☆ 休

羽ノ浦図書館
10:00〜18:00 ☆ 休 ☆ 休 ☆ 休 ☆ 休 休 ☆ 休

カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ　◎…中学生によるピアノ演奏

那賀川図書館　☎	42－3111ＦＡＸ	42－3299
☆おはなし会・おはなしのポケット主催
　（毎週日曜日）　11:00～
◎中学生によるピアノ演奏
　（毎週土曜日）　10:00～〔約10分間〕
◆阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業
　８月はお休みです。

羽ノ浦図書館　☎	44－2100ＦＡＸ	44－2099
☆おはなし会・こすもすおはなし会主催
　（毎週土曜日）　14：00～

阿 南 図 書 館　☎	23－2020ＦＡＸ	23－6814
☆おはなしひろば・ひまわり主催
　（毎週日曜日）　10:30～11:30
★ぴよちゃんくらぶ
　赤ちゃん（０～３歳）のためのおはなし会
　（第２・第４木曜日）　10:30～11:00

阿南図書館発　8 月のイベント

夏休み　おたのしみ会
日　時　８月16日㈰　10:30～11:30　３階視聴覚室にて 
内　容　ペープサート「とんでったバナナ」
　　　　大型紙芝居「トビウオのぼうやはびょうきです」
　　　　そのほか　手遊びや大型えほん　など

入場無料

Let’s enjoy
としょかんライフ

夏休みの宿題の調べもので、困ってはいませんか？そんな
時は、図書館へどうぞ。調べもの、探しもののお手伝いを
します。      
図書館では、「○○について書いてある本はありますか？」

「この事柄についてレポートを書きたいのですが…」など
の質問に、図書館資料を使ってお答えするレファレンスサ
ービスを行っています。     
調べたいことがあるときは、お気軽に職員までおたずねく
ださい。
※法律相談、人生相談、医療相談、クイズなどにはお答えできませんので

ご遠慮ください。 

レファレンス・サービスって何？
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簿記講座 受講者募集
中小企業の健全経営に向けての講座です。
日時　９月２日㈬～12月16日㈬
　　　毎週水曜日　18:30～20:30（全15回）
場所　阿南商工会議所　研修室
対象　初めて簿記を学ぶ方など
内容　日商簿記 3級程度　定員　30人
受講料　毎月3,000円、申込金10,000円
※一定の要件を満たせば、申込金を返金
申込締切日　８月18日㈫
問 阿南商工会議所（☎22－2301）へ

第２回県南伝能ライブ
県南で活動する伝統芸能３団体が競演。
日時　９月６日㈰　13:30～15:30
　　　（開場 12:30）
場所　コスモホール（情報文化センター）
出演・演目　丹生谷清流座「寿二人三番叟」
日和佐太鼓創作会「創作和太鼓」
中村園太夫座「壷坂観音霊験記」
入場料　無料
※満席の場合、入場制限あり
問 中村園太夫座　陶久
　 （☎090－1326－8998）へ

ストレスに打ち勝つ気の力
今の日本の統計によると、うつ病・閉じこ
もりの方があわせて100万人以上といわれ
ています。現代の最大の心の病に打ち勝つ、
気の力を学んでみませんか！
日時　８月９日㈰　10:00～11:30
場所　ひまわり会館　21世紀室
参加費　無料
問 健康ボランティア／元気になろう会　海斗
　 （☎090－1174－7457）へ

赤ちゃんとママのふれあい講座
対象　０～２歳までの親子５組
場所　那賀川社会福祉会館２階
　　　（那賀川町苅屋357番地１）※要予約
●ベビーマッサージ教室
手のぬくもりから赤ちゃんへ「大好き」をた
くさん伝えよう！
日時　８月４日㈫　10:00～11:00
参加費　1,500円
※赤ちゃんの飲み物、バスタオル１枚持参
●ファーストサイン教室
まだおしゃべりが上手にできなくても、お
互いの気持ちを伝えあおう！
日時　８月７日㈮　10:00～11:00
参加費　1,500円
問 RTA指定スクールRomaly　金光
　 （☎24－8710）へ

行政書士による無料相談会
許認可手続きについて知りたい方は、ぜひ
ご相談ください。
日時　８月22日㈯　9:00～12:00
場所　ひまわり会館
相談内容　農地転用、建設業許可、開発許
可などの許認可手続き、相続など
問 徳島県行政書士会　徳島南部支部
　 （☎26－1157）へ

硬式テニス初心者講習会
対象　未経験者、初心者（高校生以上）
日時　８月22日、29日、９月５日、12日、
19日、26日（すべて土曜日、全６回）　
19:00～21:00
場所　県南部健康運動公園テニスコート
募集人数　20人程度
参加料　4,000円（６回分、保険料含む）
申込方法　８月15日㈯までに、氏名、住所、
生年月日、電話番号を記入のうえ、電子メ
ールでお申し込みください。
※貸しラケットあります。
問 阿南市テニス協会初心者講習会責任者
　 田中（☎080－3164－6271）へ
　 e-mail anan.tennis@gmail.com

ポリテクセンター徳島
職業訓練生募集 
募集訓練科
▶電気設備技術科（６カ月）
▶住宅リフォーム技術科（６カ月）
訓練期間　10月１日㈭～３月30日㈬
対象　公共職業安定所に求職の申込みをし
ている方など（選考あり）
受講科　無料（テキスト代等は必要）
募集期間　８月３日㈪～ 9月 7日㈪
問 ポリテクセンター徳島
 　（☎088－654－5102）へ

ウミガメ観察60周年
記念誌を発行しました
昭和29年から始まったウミガメの上陸・
産卵調査に取り組んだ蒲生田小学校卒業生
などの関係者の方々から、エピソードや写
真を募り、過去の観察記録などとあわせて
記念誌を発行しました。１冊、1000円で
販売しますので、お問い合わせください。
申込方法　はがき、または電話でお申し込
みください。

問 ウミガメ観察60周年記念事業
 　実行委員会
　 〒779-1750　椿町蒲生田280番地
　 岡本憲治（☎33－1167）へ

阿南高専公開講座 折り紙博士の
折り紙講座（上級者向け）

対象　中学生以上、一般の方
日時　９月13日㈰　10:00～16:00
場所　阿南高専　視聴覚教室
受講料　2,700円（テキスト・材料費含む）
定員　20人（定員になり次第締切）
申込方法　申込期間中に電話でお申し込み
ください。※メール、ファクシミリでの申
込みは受け付けません。
申込期間　７月27日㈪～８月７日㈮
8:30～17:00（土・日曜日を除く）
問 阿南工業高等専門学校
　 総務課企画情報係（☎23－7215）へ

陸・海・空　自衛官募集 問 自衛隊阿南地域事務所（☎22－6981）へ

自衛官候補生

任期制の自衛官として任官する前に、自衛官として必要な基礎的教育訓練に専念するための制度で
す。各種教育訓練や職務を通じた技術の習得のほか、再就職に向け必要な資格の取得など、希望に
合わせたキャリアプランが描けます。

身分　特別職国家公務員
賞与　年２回（６月、12月）、

昇給：年１回
勤務地　各都道府県の駐屯地または基地

など
勤務時間　8:15～17:00
休日等　週休２日制、祝日、年末年始

夏季休暇、年次有給休暇
保険　団体生命保険、生命共済
　　　団体傷害保険、火災保険など

手当：（月額）126,900円、任用一時金：176,000円、２士任官後支給（月額）161,600円
任期を満了した際には、２年間の勤務で約55万円（陸自）、３年間の勤務で約90万円（海、空自）、
２任期目で約139～144万円支給されます。

一般曹候補生
部隊の中核となる自衛官を養成する制度です。入隊後、教育課程や部隊勤務で知識や経験を積み、
２年９カ月以降、選考により曹へ昇任します。基礎知識はもちろん専門的な技能までじっくりと着
実に身に付けながら自分のペースで成長することができます。
初任給：161,600円　　※採用時の学歴・職歴等により異なります。

※陸・海・空の区分については、受付手続き時、任意に選択をしていただきます。
募集種目 受験資格 受　付　期　間 試　験　日 合　格　発　表 試 験 内 容 等

自衛官候補生
（男・女） 18歳以上

27歳未満
（日本国籍を
有するもの）

男子　年間を通じて受付
女子　８月１日㈯～

９月８日㈫

男子　受付時にお知らせします。
女子　９月25日㈮～29日㈫の

うち指定する１日

男子　試験時にお知らせし
ます。

女子　11月６日㈮

筆記試験（国語、数学、社会および
作文）口述試験、適性検査、身体検
査

一般曹候補生
（男・女） ８月１日㈯～９月８日㈫

１次　９月18日㈮、19日㈯
２次　10月８日㈭～14日㈬の

うち指定する１日
１次　10月２日㈮
最終　11月13日㈮

１次　筆記試験および適性検査
２次　口述試験および身体検査

市民の情報ひろば市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。
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就職につながるパソコン講座plus
【パソコン講座】　定員は各講座５人
●ワード　８月18日㈫、19日㈬

13:00～16:00
●エクセル　８月25日㈫、26日㈬

13:00～16:00
【面接対策】　８月27日㈭　13:00～16:30
場所　富岡町玉塚21番地里美ビル１階
　　　（南部ライフサポートセンター隣）
対象　義務教育終了後、15歳～39歳まで
の無業の方　※学生不可
受講料　無料
申込締切日　各講座前日まで
※面接対策講座のみも受講可
若者の就労相談会も同所にて行っています。
お気軽にお問い合わせください。
問 とくしま地域若者サポートステーション
 　（☎088－602－0553）へ

国家公務員採用試験の日程
院卒者試験・大卒程度試験

▼総合職試験【院卒者試験（法務区分）】
受付期間（インターネット）
９月８日㈫～15日㈫
第１次試験　９月27日㈰

▼総合職試験【大卒程度試験（教養区分）】
受付期間（インターネット）
８月５日㈬～19日㈬
第１次試験日　９月27日㈰
高卒程度試験

▼気象大学校学生

▼海上保安大学校学生
受付期間（インターネット）
８月27日㈭～９月７日㈪
受付期間（郵送または持参）
８月27日㈭～31日㈪
第１次試験日　10月31日㈯、11月１日㈰
問 人事院四国事務局第二課試験係
　 （☎087－831－4765）へ

第４回阿南まちゼミ受講者募集
お店の店主・スタッフが講師となり、専門
知識や技術を無料で教えてくれる少人数制
のミニ講座です。ご参加お待ちしています。
開催期間　８月20日㈭～9月20日㈰
講座内容　広報あなん８月号の折込チラシ、

または阿南商工会議所のホーム
ページをご覧ください。

申込方法　各店舗へ直接電話でお申し込み
ください。

受付期間　８月７日㈮～
※先着順。定員に限りがあります。
問 阿南商工会議所　野村（☎22－2301）へ

日本女性会議2015倉敷大会の
ご案内
日程　10月９日㈮～10日㈯
費用　・大会参加費　3,500円
　　　・交流会費　　5,000円
申込締切日　８月28日㈮
問 日本女性会議2015倉敷実行委員会・倉
敷市　事務局（倉敷市男女共同参画課
内☎086－426－3105）へ

遺言・相続・成年後見制度
無料相談会
日時　８月８日㈯　9:00～12:00
場所　ひまわり会館
内容　遺言の書き方、エンディングノー
ト、相続の手続き、成年後見制度など
問 コスモス徳島（徳島県行政書士会内）
　 （☎088－679－4440）、
 　土・日曜日は地域会員　
 　花野（☎090－3787－0305）へ

わくわく男女共同参画介護職員
初任者研修（旧ヘルパー２級）

男女が共に社会参加し責任を担う高齢社会
をめざすために、男性を対象とした介護職
員初任者研修を開催します。
対象　市内在住の男性
期間　９月５日㈯～12月19日㈯　水曜日
18:30～21:30、土曜日9:00～12:00、
13:00～16:00　※全44講座（130時間）
場所　男女共同参画室分室（市民会館）
定員　20人
受講料　29,000円（テキスト代含む）
申込方法　８月25日㈫までに電話でお申
し込みください。
問 わくわく男女共同参画あなん2013
　 協議会事務局　渡辺
 　（☎090－3185－4875）へ

私のセカンドライフ実践記
原稿募集
「日本女性会議〈男女共同参画〉2013あ
なん」第５分科会「セカンドライフ分科会」
のアフター事業として、さらなる男女共同
参画社会の実現に向け、皆さまの「私のセ
カンドライフ実践記」の原稿をいただき、
冊子にしたいと考えています。
募集要項
内容　男女共同参画社会実現に向けた「私

のセカンドライフ実践記」
対象　市内在住の方、または大会関係者
原稿　400字詰め原稿用紙３枚以内（パソコン可）
　※写真を掲載する場合は1枚約180文字
原稿締切日　９月20日㈰（必着）
送付先　〒774-0021　津乃峰町戎山123
番地3　 美馬義明（旧第５分科会分科長）
問 同上（☎27－0632）へ　

ママのためのママ友会
にこにこパーク夏休みスペシャル

「ワッペンをつくろう！」
日常で役立つコーチングやコミュニケーシ
ョンのコツを楽しく体験しながら、親子で
ワッペンを作ります。
日時　８月19日㈬　10:00～12:00
場所　阿南図書館２階　和室
対象　子育て中のママとその子ども（小学
６年生まで）
参加費　母子１組に1,500円（材料費込）
※子どもが１人増えるごとに500円追加
持参物　鉛筆、裁ちばさみ（お持ちの方）
定員　20組　
申込方法　８月14日㈮までにメールでお
申し込みください。
問 野口（☎090－8698－3221）へ
　 ※ 19:00 以降
　 E-mail 21coach.tomo@gmail.com

高校生のための英語活動ひろば
ACE（エース）

学校で習った英語の知識を実際に使い、Ａ
ＬＴたちと英語活動ができる場所です。今
回は８月に来日する新しいＡＬＴもお迎え
します。英語に自信がなくても、ＡＬＴと
の交流に興味がある方はぜひ参加してくだ
さい。１人での参加も歓迎します。
日時　８月23日㈰　14:00～16:00
　　　（２カ月に１回活動）
場所　富岡公民館１階　図書室
対象　高校生　　参加費　無料
問 英語活動ひろばACE事務局　土井
 　（☎23－5875）へ　※19:00以降

市民の情報ひろばへの掲載について
掲載を希望される方は、原稿と画像データを秘書広報課に電子メールでお送りください。10月号の締め切りは８月31日㈪です。
メールアドレス　hisho@city.anan.tokushima.jp

国道55号は
通行止めになる場合があります
県内の国道55号では、大雨等により通行
車両および通行者を危険から守るために雨
量による「通行止め」を実施します。なお、
通行止めを開始する規制雨量などの道路情
報をインターネットで提供していますので、
ご利用ください。
通行規制区間　美波町北河内～阿南市福井
町日の地（延長10.1km）
規制雨量　300mm（連続雨量）
道路情報提供システム（PC 版）
http://www.skr.mlit.go.jp/road/info/
index.html
道路情報提供システム（スマートフォン版）
http://www.skrdoukan.com/sp/index.htm
道路情報提供システム（携帯版）
docomo(http://www.skrdoukan.com/
mobile/i-mode.htm),au(http://www.
s k rdoukan . com/mob i l e / i nde x .
htm),Softbank(http://www.skrdoukan.
com/s/index.htm)

スマートフォンおよび
携帯から２次元バーコ
ードからアクセス

問 四国地方整備局　徳島河川国道事務所
　 日和佐国道出張所
 　（☎0884－77－0465）へ
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がん検診（集団検診）のご案内
予約をしている方を優先して受付します。
検診日２週間前までに総合健診センター
（☎ 088－678－7128）へお申し込みく
ださい。
検診内容　胃がん、肺がん、前立腺がん、
大腸がん（要予約）、肝炎ウイルス検診
検診日程
８月25日㈫　椿泊漁協
９月  8日㈫　ひまわり会館★
　　13日㈰　那賀川社会福祉会館
　　29日㈫　ひまわり会館★
★印の会場のみ、歯周疾患検診を実施。
受付時間　　8:30～10:30
※くわしくは、広報あなん７月号またはが
ん検診等受診券をご覧ください。

問 保健センター（☎22－1590）へ

健康チェック・相談会
～血糖値について知ろう～
日時　８月29日㈯　13:00～15:00
　　　（12:30～受付）
場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール
内容
●測定コーナー　13:00～13:30
　血糖、血圧、体組成の測定
※血糖測定は、簡易血糖測定器での測定に
なります。

●医師・栄養士講話　13:30～14:30
阿南天満クリニック
糖尿病専門医　天満　仁さん
管理栄養士　藤岡義光さん　

●個別相談（希望者）　14:30～15:00
参加費　無料
※事前申込みが必要です。
申込締切日　８月21日㈮

問 保健センター（☎22－1590）へ

阿南市学校保健会・
講演会の開催
次のとおり、講演会を開催します。多数ご
参加ください。
日時　８月６日㈭　14:15～16:15
場所　文化会館２階　研修室１
●講演 1
「学童のアレルギー疾患について」
　－最近のトピックス－
講師　徳島大学病院小児科　
　　　特任助教　杉本真弓さん
●講演２
「子ども達における歯科健康格差に目を向
けて」

講師　徳島大学大学院医歯薬学研究部
　　　小児歯科分野教授　岩本　勉さん
※入場無料

問 学校教育課（☎22－3390）へ

日本脳炎予防接種の対象年齢を
拡大しています
日本脳炎予防接種は平成17年度から平成
21年度にかけて接種勧奨を控えていまし
た。このため、接種の機会を逃した方を特
例対象者とし、現在は公費負担で接種でき
るようになっています。

特例対象者　平成７年４月２日生～
　　　　　　平成19年４月１日生
接種期間　20歳の誕生日前日まで
接種回数　第１期３回、第２期１回（第２

期は、第１期の接種を終えた９
歳以上の方。）
対象年齢で未接種の方は主治医
に相談のうえ、委託医療機関で
接種してください。
予診票を紛失された方は再発行
できます。母子健康手帳をお持
ちのうえ、保健センターまでお
越しください。
なお、平成19年４月２日以降
にお生まれのお子様は、７歳半
未満までが対象期間となります。

問 保健センター（☎22－1590）へ

健康いきいき情報

ロコモ予防教室
「心と体スッキリ
若さと綺麗のススメ」
ロコモチェック（関節、筋肉、神経などの
運動器機能のチェック）の結果を基に、個
別に応じた筋力アップ体操を実施します。

日程
第１回　  8月25日㈫　13:30～15:00
第２回　  9月  8日㈫　13:30～15:00
第３回　  9月29日㈫　13:30～15:00
第４回　10月22日㈭　13:30～15:00
第５回　11月19日㈭　13:30～15:00
第６回　12月  2日㈬　10:00～11:30
※体操前に血圧測定しますので開始 30分
前から受付しています。

場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール
講師　徳島県理学療法士会所属
　　　理学療法士
対象　おおむね65歳以上・運動制限のな

い方で、全6回参加できる方
持参物　タオル、飲み物、
　　　　健康手帳（無い方は交付します）
参加費　無料
定員　40人程度（先着）
申込締切日　８月18日㈫
※体操のできる服装でお越しください。

問 保健センター（☎22－1590）へ

 献血にご協力ください（８月）

実施日 採血場所 所在地 採血時間

１日㈯
J A ア グ リ
あ な ん
ス タ ジ ア ム

桑野町

9:30〜12:50

13:50〜17:50

※雨天の場合変
更の可能性あり

11日㈫ フ ジ グ ラ ン
阿 南 領家町

10:00〜12:30

13:30〜16:30

26日㈬
富 岡 小 学 校 領家町 9:30〜10:30

新日本電工㈱
徳 島 工 場 橘 町 14:30〜16:20

※ 400ml 献血のみの実施です。
問 徳島県赤十字血液センター
　（☎088－631－3200）へ

かもだ岬温泉保養センター

問 かもだ岬温泉保養センター
　（☎ 21－ 3030）へ

【８月の休館日】
３日㈪、10日㈪、17日㈫、24日㈪、
31日㈪

阿波踊り体操教室
日時　８月27日㈭　10:00～11:00
場所　ひまわり会館 2階　ふれあいホール
講師　あなん阿波踊り体操愛好会
　　　（阿波踊り体操指導員）
対象　運動制限のない方（年齢制限なし）
持参物　飲み物、タオル、
　　　　健康手帳（無い方は交付します）

あなたの町で阿波踊り体操を
やってみませんか？

阿波踊り体操指導員があなたの町にいつで
もお伺いします。くわしくは、保健センタ
ーへお問い合わせください。

問 保健センター（☎22－1590）へ
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８月 地域子育て支援センター

お子さんの健やかな成長を願い、無料で
施設を開放して育児支援を行っています。

  6日㈭　助産師による育児相談
20日㈭　身体計測
　　　    みんなで一緒に阿波踊り
28日㈮　お誕生会
　　　    リトピュアリトミック
　　　    講師：武田晶子さん　※要予約

にこにこひろば ☎42−0720

今津こどもセンター 平日 8:30〜12:00
 14:00〜15:30

  4日㈫　おはなしだいすき
11日㈫　みんなであそぼう（水あそび）
18日㈫　みんなであそぼう
　　　   （お祭りごっこ）
20日㈭　子育て講座（予定）
　　　    ※日程を変更する場合があります。
25日㈫　お誕生会

ふれあいひろば ☎28−1725

橘こどもセンター　 平日 9:00〜14:00

  4日㈫　リトピュアリトミック※要予約
18日㈫　３Ｂ体操
25日㈫　お誕生会

※毎週木曜日にプールをします。

なかよしひろば ☎21−2002

平島こどもセンター 平日 9:00〜14:00

  4日㈫　プール遊び
11日㈫　手遊び、歌遊び
21日㈮　おはなしを聞こう
25日㈫　お誕生会
27日㈭　楽しく遊ぼう
　
◇うたって遊ぼう　
６日㈭、18日㈫

みんなのひろば ☎44−5059

羽ノ浦さくら保育所子育て支援センター
平日 9:00〜14:00（お弁当タイム11:45〜）

受給資格者の方に「現況届お知らせ通知書」を送付しますので、必要書類を添えて期間内に
提出してください。提出時は面接により受付します。窓口混雑回避のため、受付日を地区割
りで設定していますのでご協力ください。（夜間・休日受付日もあります）
提出期間　８月３日㈪～31日㈪
提出場所　こども相談室（第２仮庁舎２階）
※提出に必要なもの、くわしい日程等は「現況届お知らせ通知書」に記載していますのでご
確認ください。

問 こども相談室（☎22－1677）へ

児童扶養手当現況届の提出を

子育て相談や子どもと保護者間の交流の場
です。ぜひお越しください。
時間　9:30～11:30
日程　12日㈬　桑野公民館
　　　19日㈬　加茂谷公民館
　　　26日㈬　福井公民館
※ひまわり会館すこやかルームは
７日㈮、11日㈫、14日㈮、18日㈫、
21日㈮、25日㈫

問 こども課（☎22－1593）へ

つどいの広場・すくすく in 阿南

（※要予約）
  6日㈭　英語で遊ぼう
  7日㈮　高齢者とのふれあい会※
10日㈪～14日㈮　休園
17日㈪　発育計測
18日㈫　ミュージックケアー（幼児）※
19日㈬　ファミサポの「にじいろ阿南」
20日㈭　お誕生会
24日㈪　発育計測
　　　    ミュージックケアー（乳児）※
25日㈫　阿南保健センター保健師による
　　　   「子どもと大人の健康について」
28日㈮　おはなしコロリン
※行事によっては有料・申込み制となりま
すので、くわしくはお問い合わせください。

問 那賀川子育て家庭支援センター
 　（☎0885－38－1163）へ

おひさまひろば 平日9:00～16:00

現在受給中の方も、６月分からの児童手当
の受給には現況届の提出が必要です。未提
出の方は、８月31日㈪までに提出してく
ださい。
提出先　こども相談室または各支所、

各住民センター

子育て世帯臨時特例給付金の
申請はお済みですか
給付を受けるには申請が必要です。未申請
の方は９月１日㈫までに申請してください。
申請先　こども相談室または各支所、

各住民センター

問 こども相談室（☎22－1677）へ

児童手当現況届の提出は
お済みですか

日時　８月19日㈬　11:00～12:00
場所　那賀川子育て家庭支援センター
　　　おひさまひろば
内容　楽しい人形劇やおやこあそび
※ファミサポ登録会も開催します。
問 阿南ファミリー・サポート・センター
　 （☎24－5550）へ

ファミサポさんの
“にじいろあなん”がやってきた

夏まつりを開催します。参加費は無料です。
ぜひ親子でご参加ください。
対象　小学校３年生までのお子さまとその

保護者
日時　８月22日㈯　14:00～15:00
場所　岩城クリニック３階　保育室
内容　ヨーヨーつり、くじびきなど
問 岩城クリニック病児病後児保育専用
　 坂東（☎080－1998－7476）へ

病児病後児保育だより

お盆休み　８月12日㈬～14日㈮
　　　　　※17日㈪から開所します。

て ひ ろば育子
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シリーズ　　マイナンバー制度

マイナンバーを、
きちんと受け取って活用するために。

平成27年10月から、日本国内の全住民に通知される、一人ひとり異なる12桁の番号をマイナンバーといいます。
マイナンバーは、国の行政機関や地方公共団体において、社会保障、税、災害対策の分野で利用されます。

制度の問い合わせは コールセンター（☎0570ー20ー0178）へ　※有料 オンライン 政府広報 検索

住民票を有する方（住民票があ
る外国人を含む）に、12桁の
マイナンバー（個人番号）が
通知されます。

住民票の住所に通知

平成27年10月以降

　　　税や社会保障等の手続
　　でマイナンバーの利用
　や、申請者への個人番
号カードの交付も開始。

マイナンバーの
利用開始

平成28年１月

　　　マイナンバーを含む自
　　分の情報をいつ、誰が
　なぜ提供したのかを確
認できます。

ポータルサイト
の運用開始

平成29年１月

　　事務が確実かつスムー
　ズになり市民の負担が
軽減されます。

地方公共団体等
も含めた情報
連携を開始

平成29年７月

マイナンバー制度の実施の流れ

税務関係の手続

税務署に提出する
確定申告書、

届出書、法定調書などに記載

都道府県・市町村に
提出する申告書、

給与支払報告書などに記載

災害対策

など

防災・災害対策に関する事務

被災者生活再建支援金の給付

被災者台帳の作成事務

社会保障関係の手続

年金の資格取得や確認、給付

雇用保険の資格取得や
確認、給付

ハローワークの事務

医療保険の給付の請求

福祉分野の給付、生活保護
など

マイナンバーを確実に受け取っていただくために

原則として、マイナンバーは住民票の世帯ごとに、住民票の住所へ簡易書留でお送りします。
転送不可で送られますので、住民票の住所と異なるところにお住まいの方や、郵便局に転送届を出されている方
は、受け取ることができない可能性があります。
居住しているところに住民登録をされていない方や、マンション等にお住まいで、住民票に部屋番号等の記載が
ない方は、早めに届出をしてください。

住所確認

事業所向け「マイナンバー制度説明会」の開催　＜参加費無料＞

日時　８月27日㈭　14:00〜16:30　　　場所　南部総合県民局（阿南）２階大会議室（富岡町あ王谷46番地）
内容　制度の概要／ガイドラインの概要／国税分野、健康保険・厚生年金保険における制度について
申込方法　８月12日㈬までにFAXまたは電子申請で受付。詳しくは、徳島県公式ホームページをご覧ください。
　　　　　※参加者の決定は、先着順とします。
問い合わせは　徳島県地域振興課　情報企画担当（☎088−621−2142・FAX088−621−2829）へ
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日 医療機関名 所在地 問い合わせは
2日 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎22−1313
9日 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎22−1313

16日 宮 本 病 院 羽ノ浦町 ☎44−4343
23日 井 坂 ク リ ニ ッ ク 津乃峰町 ☎27−0047
30日 阿 南 天 満 ク リ ニ ッ ク 上 中 町 ☎22−2299

※市内の休日医療機関は、変更される場合がありますので、
阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●夜間（毎日）の当番　17：00～22：00
市内の医療機関または阿南医師会中央病院内
※阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●小児救急医療体制
24時間365日徳島赤十字病院が小児救急患者を受け入れてい
ます。（事前の電話連絡は不要です。）

８月の休日・夜間診療
軽症でも急いで治療の必要がある場合、次の医療機関で受診できます。
●休日昼間　9：00～17：00

スポーツ施設８月の休館日
スポーツ総合センター（温水プール） 3・10・17・24・31日
那賀川スポーツセンター 5・12・19・26日
羽ノ浦総合国民体育館 3・10・17・24・31日
羽ノ浦健康スポーツランド 3・10・17・24・31日
県南部健康運動公園 4・11・18・25日

８月の平日延長窓口

●住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄抄本、身分証明書の交付
（※時間延長時は、住民異動・印鑑登録・住基カードの発行等は行っていません。）

市民生活課（☎22−1116）へ
●納税相談　第１仮庁舎２階　納税課（☎22−1792）へ

５日㈬、19日㈬　17：15〜18：15　第１仮庁舎１階

表紙の写真は、ＪＲ阿南駅で、新野高校の生徒が風鈴や夏をテーマにした俳句短冊を棚に飾り付けしているようす。風鈴棚は、昭和41
年から続けられている夏の風物詩です。透き通るような風鈴の音色とたなびく短冊に、一服の清涼感を味わうことができました。（谷内）
今回の取材を通し、戦争を体験された皆さんの生の声をお伺いすることができました。私たち若い世代にとって大切なのは、戦争につい
てしっかりと知り、考え、その教訓を未来に生かすこと。今回の特集が、平和の尊さについて考えるきっかけとなれば幸いです。（相田）

編集室の

窓

日 開催日　　　時 時間　　　所 場所　
予 予約受付　　問 問い合わせ先

８月の相談

法律相談（要予約） ６日㈭、20日㈭
時 13:30〜16:30　所 第１仮庁舎１階
予 １カ月前から　問 市民生活課　☎22−1116
※内容により、お受けできない場合があります。

行政相談 11日㈫、25日㈫
時 9:30〜11:30　所 第１仮庁舎１階
問 市民生活課　☎22−1116

司法書士による法律相談 28日㈮
時 14:00〜16:00　所 ひまわり会館１階
問 市民生活課　☎22−1116

消費生活相談 平日開館
時 9:30〜16:30　所 社会福祉会館３階（阿南駅南隣）
問 消費生活センター　☎24−3251

人権相談 21日㈮
時 13:30〜16:00　所 ひまわり会館１階
問 人権・男女参画課　☎22−3094

子育て家庭教育電話相談（来所相談も可）
日 月曜日〜金曜日（祝日除く）時 9：00〜12：00
問 家庭教育支援チーム「育みクラブ」　☎42−3885

心配ごと相談 ３日㈪、10日㈪、17日㈪、24日㈪、31日㈪
時 10:00〜15:00　所 市民会館内社会福祉協議会
問 社会福祉協議会　☎23−7288

女性のための生き方なんでも相談（要予約）
日 ４・11・18・25日　時 13:00〜17:00
日 28日　時 13:00〜16:00
所 市民会館２階　相談室　予 随時
問 男女共同参画室分室　☎22−0361

年金相談（要予約） 今月の相談日はありません。
時 9:00〜15:30　所 市商工業振興センター
予 1カ月前から電話による完全予約制
問 徳島南年金事務所　☎088-652-1511
※９月の相談日は３日㈭です。

問い合わせは　納税課（☎22−1792）へ

８月の市税

■市県民税（第２期）　■国民健康保険税（第３期）
　納期限は、８月31日㈪です。納め忘れのないようにしましょう。
●市税の口座振替について
軽自動車税、固定資産税（全期）、市県民税（全期）の
口座振替済通知書はすでに郵送しています。市県民税（各
期）、固定資産税（各期）、国民健康保険税の口座振替済
通知書は27年度最終納期後に郵送する予定です。

日曜相談窓口  30日㈰  8:30〜17:00（市役所第１仮庁舎２階納税課）

市税の納付および分納等の納税（納付）相談を受け付けています。
なお、課税の内容についての相談は受け付けていません。

人口と世帯数

人口　	75,789	 人	（−66）

（男）	36,571	 人	（−32）

（女）	39,218	 人	（−34）

世帯数　30,285世帯（−	 5）

※平成27年６月末日現在
　 カッコ内は前月対比

公共下水道受益者負担金

納　期　限
・全納期一括（８月31日㈪）
・１年一括　（８月31日㈪）
・分割納付の第１期
　　　　　　（８月31日㈪）
問い合わせは
下水道課（☎22−1796）へ
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港
ま
ち
、
橘
町
で
夏
の
恒
例
行
事
に
な
っ
て

い
る
「
た
ち
ば
な
海
遊
祭
り
」。
17
年
前
に
町

の
有
志
が
、
地
元
の
魅
力
を
知
っ
て
ほ
し
い
、

ま
た
夏
の
思
い
出
づ
く
り
の
場
に
し
て
ほ
し
い

と
始
め
た
。
祭
り
は
、
漁
師
町
の
特
色
を
生
か

し
た
催
し
を
行
っ
て
い
る
。
獲
れ
た
て
の
鮮
魚

の
つ
か
み
取
り
や
、
阿
波
の
松
島
と
称
さ
れ
る

橘
湾
を
漁
船
で
周
遊
す
る
ク
ル
ー
ズ
な
ど
で
、

来
場
者
は
、
海
の
恵
み
を
体
い
っ
ぱ
い
に
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

当
日
は
、
町
が
一
つ
に
な
る
。
橘
こ
ど
も
セ

ン
タ
ー
や
橘
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
公
民
館
、
漁
協
、

婦
人
会
、
地
元
企
業
な
ど
が
総
出
で
お
も
て
な

し
。
ト
レ
ー
ラ
ー
の
荷
台
を
ス
テ
ー
ジ
に
し
た

フ
ラ
ダ
ン
ス
や
子
ど
も
た
ち
の
遊
戯
、
工
作
教

室
や
模
擬
店
、
ク
イ
ズ
大
会
。
来
場
者
が
ふ
れ

あ
い
、
笑
顔
で
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
。

　
「
準
備
か
ら
運
営
ま
で
、
祭
り
に
町
民
み
ん

な
で
か
か
わ
っ
て
、町
を
盛
り
上
げ
た
い
で
す
」

と
実
行
委
員
長
の
森
本
秀
樹
さ
ん
（
54
歳
）
は

話
す
。「
秋
に
行
わ
れ
る
け
ん
か
だ
ん
じ
り
の

橘
海
正
八
幡
神
社
例
祭
は
、
江
戸
時
代
か
ら
続

く
伝
統
文
化
を
継
承
し
て
い
ま
す
が
、
海
遊
祭

り
は
、
自
由
な
発
想
で
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
若

い
世
代
が
運
営
に
参
加
し
、
柔
軟
な
発
想
や
力

で
、
祭
り
に
活
気
を
与
え
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

と
願
う
。

　

今
年
は
、
８
月
２
日
㈰
に
開
催
さ
れ
る
。
夏

真
っ
盛
り
の
日
に
、
と
び
っ
き
り
の
笑
顔
に
出

会
え
る
。
ぜ
ひ
来
場
し
て
、
漁
師
町
な
ら
で
は

の
魅
力
に
触
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。
素
晴
ら
し

い
夏
の
思
い
出
に
な
る
は
ず
。

問　
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行
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ぶらりまち紀行阿南

ふるさと「阿南市」のすばらしい魅力を再発見！

〜地域の輝き〜
第109回

たちばな海遊祭り実行委員会（橘町）

たちばな海遊祭り
日時　８月２日㈰　10:00～14:00

場所　中浦緑地公園（橘町）

内容　ぴちぴちつかみ取り（魚が
なくなり次第終了）、橘湾
クルーズ（湾内を約１時間
周遊／料金：大人1,000円・
子ども500円／定員になり
次第締め切り）、○×クイ
ズ（豪華景品有り）、ステー
ジイベント、模擬店など


